
　春の訪れと陸上競技シーズンの幕開けを告げる、河

田杯マラソン・大館北秋田ロードレース大会が４月20

日、市役所本庁舎前をスタート・ゴール会場として開

催されました。大会には、小学生から一般まで約190人

が参加し、沿道に集まった市民らの声援を受けながら、

日頃鍛えた健脚を競い合いました。

陸上競技シーズン開幕陸上競技シーズン開幕陸上競技シーズン開幕陸上競技シーズン開幕
～第51回河田杯マラソン～～第51回河田杯マラソン～

待ちに待った雪解け待ちに待った雪解け待ちに待った雪解け待ちに待った雪解け
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地
域
の
非
常
に
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
し

「
今
年
度
か
ら
今
後
３
カ
年
の
基
本
計
画

が
始
ま
る
が
、
実
施
す
る
た
め
の
財
政
計

画
も
し
っ
か
り
把
握
し
、
様
々
な
難
し
い

問
題
を
含
め
、
皆
さ
ん
と
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
「
こ
れ
ま
で
こ
う
だ
っ
た
か
ら

出
来
な
い
と
か
、
深
く
真
剣
に
検
討
し
な

い
で
、
無
理
だ
と
い
う
こ
と
は
認
め
ま
せ

ん
。
常
に
市
民
の
立
場
に
た
っ
て
、
出
来

な
い
こ
と
は
ど
う
す
れ
ば
出
来
る
か
と
い

う
こ
と
ま
で
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
述
べ
、
職
員
に
対
し
積
極
的
な
取
り
組

み
を
求
め
ま
し
た
。　
　

　　

４
月
24
日
に
は
、
平
成
25
年
市
議
会
第

１
回
臨
時
会
で
所
信
を
表
明
し
「
一
期
目

は
そ
れ
ま
で
の
課
題
の
解
決
と
明
日
へ
の

足
が
が
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
二
期

目
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
基
本
姿

勢
と
現
状
認
識
を
踏
ま
え
た
う
え
で「『
活

力
あ
る
元
気
な
北
秋
田
市
』
を
目
指
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
う
え
で
「
職
員
の

コ
ス
ト
意
識
に
加
え
、
市
民
の
声
を
活
か

し
た
市
民
目
線
で
の
財
政
運
営
や
、『
地

域
に
活
力
を
』
の
想
い
を
一
層
強
く
持
っ

て
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
、
前
例
や
他
自
治

体
の
例
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
前
を

向
い
た
発
想
と
行
動
を
基
本
姿
勢
と
し
、

市
政
運
営
に
臨
む
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が
急

速
に
進
ん
で
い
る
北
秋
田
市
の
現
状
に
触

れ
、
重
点
事
項
と
し
て
「
財
政
の
更
な
る

健
全
化
」「
産
業
の
振
興
と
所
得
増
、
雇

用
の
拡
大
」「
産
み
育
て
や
す
い
子
育
て

環
境
の
整
備
」「
定
住
促
進
」「
医
療
の
充

実
と
病
院
事
業
の
安
定
」「
中
心
市
街
地

活
性
化
」「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

取
り
組
み
強
化
」「
ス
ポ
ー
ツ
と
芸
術
文

化
活
動
の
推
進
」
の
八
つ
の
政
策
を
挙
げ
、

今
後
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
強
調
し
ま

し
た
。

　
最
後
に
「
若
年
層
か
ら
高
年
齢
層
ま
で
、

そ
し
て
将
来
の
市
民
か
ら
も
住
ん
で
よ

か
っ
た
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
北
秋
田
市

の
実
現
に
向
け
て
精
一
杯
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
述
べ
二
期
目
へ
の
決
意
を
示
し
ま

し
た
。　

▲「平成25年市議会第1回臨時会で
所信を表明する津谷市長

　
こ
の
度
、
北
秋
田
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご

信
任
を
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
二
期
目
の
市
政
運
営
を
担
う
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
初
当
選
時
よ
り
「
元
気
で
活
力
あ
る
北
秋
田
市
」
を
目
指
し
て
、
市
民

の
皆
様
と
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
北
秋
田
市
民
病
院
や
阿
仁

ス
キ
ー
場
の
ゴ
ン
ド
ラ
、
さ
ら
に
は
秋
田
内
陸
線
な
ど
合
併
時
か
ら
の
懸

案
事
項
へ
も
一
定
の
方
向
性
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

　
そ
し
て
、
一
期
目
の
後
半
か
ら
は
北
秋
田
市
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
図
る

た
め
に
、
北
あ
き
た
バ
タ
ー
餅
の
特
産
品
化
や
都
内
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

へ
の
参
加
、
さ
ら
に
は
八
幡
平
ク
マ
牧
場
の
熊
の
受
入
れ
の
決
定
な
ど
を

行
う
こ
と
で
、
市
の
知
名
度
ア
ッ
プ
に
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今

後
も
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
強
化
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
社
会
が
進
む
中
、
当
市
に
お
い
て
も
地
域
の
活
力
の
低
下

が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
の
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
全
国
的
に
も
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う

な
北
秋
田
市
版
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
形
を
作
り
上
げ
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
北
秋
田
市
は
、
美
し
く
豊
か
な
自
然
と
地
域
ご
と
に
特
色
の
あ
る
文
化

や
資
源
な
ど
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た
全
国
に
も
誇
れ
る
”ま
ち
“
で
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
、
こ
の
”ま
ち
“
を
全
国
に
向
け
て
「
発
信
」
す
る

と
と
も
に
、
埋
も
れ
て
い
る
地
域
の
宝
を
「
発
掘
」
し
、
市
民
が
憩
い
、

に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る
明
る
く
元
気
な
北
秋
田
市
に
「
発
展
」
し
て
い
け
る

よ
う
な
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
、
二
期
目
の
市
政
運
営
に
あ
た
っ
て
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

北
秋
田
市
長
　
津 

谷 

永 

光

◇
市
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
◇

津
谷
市
政
の
二
期
目
が
ス
タ
ー
ト

津
谷
市
政
の
二
期
目
が
ス
タ
ー
ト

市
長
選
挙（
４
月
７
日
執
行
）で
津
谷
永
光
氏
が
再
選

市
民
へ
丁
寧
で

詳
し
い
情
報
提
供
を

「
活
力
あ
る
元
気
な

　
北
秋
田
市
」
を
目
指
す

出
来
な
い
こ
と
は
、
ど
う
す
れ

ば
出
来
る
か
を
考
え
て

再
選
後
、
初
登
庁

職
員
へ
の
訓
示

臨
時
議
会
で
所
信
表
明

　
合
併
後
３
回
目
と
な
る
北
秋
田
市
長
選

挙
が
３
月
31
日
告
示
、
４
月
７
日
に
投
開

票
が
行
わ
れ
、
津
谷
永
光
氏
が
再
選
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

４
月
９
日
に
は
、
多
く
の
市
役
所
職
員

ら
に
迎
え
ら
れ
な
が
ら
初
登
庁
し
、
市
役

所
玄
関
前
で
女
性
職
員
か
ら
花
束
を
受
け

取
っ
た
津
谷
市
長
は
、
職
員
ら
の
大
き
な

拍
手
に
「
ま
た
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
」
と
笑
顔
で
応
え
な
が
ら
庁
舎
に
入
り

ま
し
た
。

　
登
庁
後
す
ぐ
に
応
接
室
で
行
わ
れ
た
報

道
各
社
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
初
登
庁

の
気
持
ち
を
聞
か
れ
「
普
段
な
か
な
か
市

民
の
方
々
の
声
を
直
接
聞
く
機
会
が
少
な

か
っ
た
の
で
、
広
い
北
秋
田
市
を
駆
け

巡
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
色
々

な
地
域
の
課
題
や
、
地
域
の
方
々
の
市
に

対
す
る
期
待
や
不
満
も
あ
る
の
で
、
こ
れ

か
ら
問
題
解
決
に
向
け
、
が
ん
ば
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
気
持
ち
を
新
た
に
し
て

登
庁
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
」
な
ど
と
答
え

ま
し
た
。

　　
初
登
庁
し
た
こ
の
日
、
幹
部
職
員
と
新

規
採
用
職
員
を
前
に
訓
示
し
「
市
内
を
く

ま
な
く
回
っ
た
が
、
私
た
ち
市
が
や
っ
て

き
た
こ
と
が
、
市
民
に
必
ず
し
も
正
し
く

伝
わ
り
、
理
解
さ
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
と
感
じ
た
。
さ
ら
に
丁
寧
で
詳

し
い
情
報
の
提
供
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

る
。
担
当
し
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の

職
員
が
、
市
民
の
た
め
に
こ
う
し
た
仕
事

を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
し
っ
か
り
示

し
て
い
け
ば
、
も
っ
と
も
っ
と
、
市
に
対

し
て
理
解
を
し
て
い
た
だ
け
る
と
と
も
に
、

市
民
の
不
満
や
不
安
が
少
し
ず
つ
解
消
さ

れ
る
と
思
っ
て
い
る
」
と
述
べ
、
職
員
に

奮
起
を
促
し
ま
し
た
。

　
今
後
の
市
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
雇

用
対
策
、
保
育
や
子
育
て
環
境
整
備
、
定

住
支
援
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
、
結
婚

支
援
、
中
心
市
街
地
活
性
化
対
策
な
ど
が

津谷市政の２期目がスタート 津谷市政の２期目がスタート
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国民文化祭北秋田市実行委員会第２回総会／市長ダイアリー 市長選挙・市議会議員補欠選挙の結果／鈴木芙由子選手・御処野光沙選手が表敬訪問

　
北
秋
田
市
長
選
挙
と
同
時
に
行
わ
れ
た

北
秋
田
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙（
欠
員
１
）

に
は
、
２
人
が
立
候
補
し
ま
し
た
。
投
開

票
の
結
果
、
新
人
の
齋
藤
美
津
子
氏
（
64

歳
・
鷹
巣
）
が
９
３
８
２
票
を
獲
得
し
、

初
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
市
長
選
挙
と
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の

当
日
の
有
権
者
数
は
３
万
４
２
９
人
で
、

市
長
選
挙
の
投
票
者
総
数
は
２
万
５
４
３

人
で
投
票
率
は
67
・
51
％
、
市
議
会
議
員

補
欠
選
挙
の
投
票
者
総
数
は
２
万
５
２
８

人
で
投
票
率
は
67
・
46
％
で
し
た
。

　
地
区
別
の
投
票
率
及
び
投
票
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

市
長
選
挙

◇
鷹
巣
66
・
41
％　
◇
合
川
69
・
83
％　

◇
森
吉
68
・
03
％　
◇
阿
仁
67
・
87
％

市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

◇
鷹
巣
66
・
39
％　
◇
合
川
69
・
80
％　

◇
森
吉
67
・
97
％　
◇
阿
仁
67
・
63
％

市
長
選
挙
・
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
結
果

市
議
補
選
で
齋
藤
美
津
子
氏
が
初
当
選

国
民
文
化
祭
北
秋
田
市
実
行
委
員
会
第
２
回
総
会

市
主
催
３
事
業
の
概
要
決
ま
る

鈴
木
芙
由
子
選
手
・
御
処
野
光
沙
選
手
が
表
敬
訪
問

ソ
チ
冬
季
五
輪
を
目
指
し
抱
負
を
語
る

　
北
秋
田
市
鎌
沢
出
身
で
、
陸
上
自
衛
隊

冬
季
戦
技
教
育
隊
に
所
属
し
て
い
る
ソ
チ

冬
季
五
輪
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
日
本
代
表
候
補

の
鈴
木
芙
由
子
選
手
（
24
歳
・
米
内
沢
高

校
出
身
）
と
御
処
野
光
沙
選
手
（
22
歳
・

大
館
桂
高
校
出
身
）
が
、
４
月
18
日
市
役

所
を
訪
れ
、
津
谷
市
長
に
五
輪
へ
向
け
た

抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　
鈴
木
選
手
は
２
０
１
０
バ
ン
ク
ー
バ
ー

冬
季
五
輪
に
初
出
場
し
、
２
０
１
１
年
の

ア
ジ
ア
冬
季
大
会
の
イ
ン
デ
ィ
ビ
ジ
ュ
ア

ル
種
目
で
銀
メ
ダ
ル
、
２
０
１
３
年
の
ア

ジ
ア
選
手
権
で
は
、
パ
シ
ュ
ー
ト
種
目
と

マ
ス
ス
タ
ー
ト
種
目
で
優
勝
に
輝
い
て
い

ま
す
。

　
御
処
野
選
手
は
２
０
１
３
年
の
ア
ジ
ア

選
手
権
の
マ
ス
ス
タ
ー
ト
種
目
で
鈴
木
選

手
に
次
い
で
準
優
勝
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
訪
問
を
受
け
津
谷
市
長
は
「
バ
ン
ク
ー

バ
ー
冬
季
五
輪
で
は
、
市
民
も
応
援
し
大

変
盛
り
上
が
っ
た
。
２
人
が
五
輪
に
出
場

し
て
く
れ
れ
ば
、
地
域
を
元
気
づ
け
て
く

れ
る
と
思
う
。
２
人
で
一
緒
に
ソ
チ
へ

行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
が
ん
ば
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。 

　
鈴
木
選
手
は
「
昨
シ
ー
ズ
ン
は
、
自
信

が
逆
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
な
っ
て
し
ま
い

良
い
成
績
を
残
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

出
場
は
大
丈
夫
だ
と
思
う
の
で
、
最
低
で

も
入
賞
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　
御
処
野
選
手
は
「
成
績
も
大
事
だ
が
、

ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
い
け
ば
自
然
に
結
果

が
つ
い
て
来
て
く
れ
る
と
思
っ
て
い
る
。

出
場
で
き
る
か
ど
う
か
ま
だ
決
ま
っ
て
い

な
い
が
、
出
場
す
る
こ
と
が
最
終
目
標
に

な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

　
今
後
両
選
手
は
、
夏
の
２
度
の
海
外
合

宿
を
経
て
11
月
か
ら
海
外
遠
征
に
向
か
い
、

国
際
大
会
を
転
戦
し
な
が
ら
12
月
下
旬
に

発
表
さ
れ
る
五
輪
最
終
選
考
の
吉
報
を

待
っ
て
、
ソ
チ
へ
向
か
う
予
定
で
す
。

▲津谷市長に冬季五輪への抱負を語る鈴木
芙由子選手（写真中央）と御処野光沙選手

あ
り
さ

ふ  

ゆ  

こ

　
平
成
26
年
の
秋
に
秋
田
県
で
開
催
さ
れ

る
第
29
回
国
民
文
化
祭
の
北
秋
田
市
実
行

委
員
会
第
２
回
総
会
が
4
月
17
日
、
市
役

所
で
開
か
れ
、
市
内
で
行
わ
れ
る
事
業
の

概
要
な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
国
民
文
化
祭
は
、
日
ご
ろ
様
々
な
文
化

活
動
に
親
し
ん
で
い
る
個
人
や
団
体
が
、

全
国
各
地
か
ら
集
う
国
内
最
大
級
の
文
化

の
祭
典
で
、
秋
田
県
で
の
開
催
は
初
め
て

と
な
り
ま
す
。
平
成
26
年
10
月
４
日
か
ら

11
月
３
日
ま
で
の
期
間
中
、
県
内
各
地
で

音
楽
、
文
芸
、
美
術
、
食
文
化
な
ど
幅
広

い
分
野
の
事
業
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
実
行
委
員
会
会
長
の
津
谷

市
長
が
「
県
と
連
携
し
な
が
ら
、
昨
年
設

立
し
た
実
行
委
員
会
と
企
画
委
員
会
で
市

主
催
の
３
事
業
を
計
画
し
た
。
市
民
の
皆

さ
ん
の
文
化
活
動
へ
の
参
加
意
欲
の
高
揚

や
、
芸
術
文
化
の
振
興
を
図
り
た
い
。
こ

の
機
会
に
、
全
国
か
ら
訪
れ
る
多
く
の
方

へ
当
市
の
魅
力
を
積
極
的
に
発
信
し
て
い

き
た
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
平
成
25
年
度
の
事
業
計

画
や
平
成
26
年
度
に
行
わ
れ
る
チ
ェ
ン

ソ
ー
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
内
陸
線

ア
ー
ト
、
現
代
詩
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
３

事
業
の
概
要
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
度
事
業
の
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー

ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
10
月
11
日
か
ら

13
日
ま
で
、
北
欧
の
杜
公
園
を
会
場
に
、

公
開
制
作
と
作
品
展
示
、
体
験
教
室
な
ど

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
内
陸
線
ア
ー
ト

は
10
月
４
日
か
ら
11
月
３
日
の
期
間
中
、

公
募
展
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
作
品
の

制
作
等
の
ほ
か
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ
車
両
や
貸

切
イ
ベ
ン
ト
列
車
の
運
行
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
現
代
詩
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
、
10
月
25
日
と
26
日
、
市
文
化
会
館

を
会
場
に
全
国
文
芸
祭
現
代
詩
大
会
が
開

催
さ
れ
る
ほ
か
、
作
品
応
募
の
機
運
醸
成

を
図
る
た
め
詩
作
の
ツ
ア
ー
を
行
う
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

◇
３
月
16
日
〜
４
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

３
月
16
日（
土
）▽
浦
田
小
学
校
閉
校
式
並
び
に
卒
業
式・修
了
式
、閉
校
記
念
碑
除
幕

式（
同
校
）

18
日（
月
）▽
第
２
回
北
秋
田
市
行
政
評
価
委
員
会（
本
庁
舎
）

20
日（
水
）▽
第
30
回
小
林
大
二
郎
旗
杯
争
奪
小
中
学
校
剣
道
大
会（
合
川
体
育
館
）

21
日（
木
）▽
明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動
秋
田
県
県
北
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
、
黄
色

い
帽
子
の
贈
呈（
本
庁
舎
）

22
日（
金
）▽
平
成
24
年
度
Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
臨
時
総
代
会（
文
化
会
館
）

24
日（
日
）▽
第
7
回
北
秋
田
市
民
プ
ー
ル
水
泳
記
録
会（
市
民
プ
ー
ル
）

29
日（
金
）▽
市
職
員
及
び
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
生
活
環
境
施
設
組
合
退
職
者

辞
令
交
付
式（
本
庁
舎
）▽
県
等
派
遣
職
員
辞
令
交
付
式（
本
庁
舎
）

30
日（
土
）▽
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
あ
ん
ど
竣
工
式
並
び
に
祝

賀
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

4
月
1
日（
月
）▽
市
職
員
定
期
人
事
異
動
辞
令
交
付
式（
本
庁
舎
）▽
北
秋
田
市
消
防

団
長
辞
令
交
付
式（
本
庁
舎
）

２
日（
火
）▽
北
秋
田
市
介
護
認
定
審
査
会
委
員
委
嘱
状
交
付
式（
中
央
公
民
館
）

４
日（
木
）▽
北
秋
田
市
防
犯
指
導
員
及
び
交
通
指
導
員
委
嘱
状
交
付
式（
中
央
公

民
館
）

６
日（
土
）▽
平
成
25
年
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
鷹
巣
地
区
総
決
起
集
会（
本
庁

舎
前
）▽
鷹
巣
中
学
校
入
学
式（
同
校
）

９
日（
火
）▽
市
長
訓
示（
本
庁
舎
）

11
日（
木
）▽
Ｎ
Ｈ
Ｋ「
ニ
ュ
ー
ス
こ
ま
ち
」生
出
演（
秋
田
市
）

12
日（
金
）▽
秋
田
杉
桶
樽
伝
統
工
芸
士
佐
藤
秋
男
氏
表
敬
訪
問（
本
庁
舎
）

14
日（
日
）▽
平
成
25
年
春
の
火
災
予
防
運
動
に
伴
う
一
斉
放
水
訓
練（
鷹
巣
中
央

公
園
ほ
か
）▽
鷹
巣
婦
人
会
総
会（
中
央
公
民
館
）

15
日（
月
）▽
北
秋
田
市
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員
任
命
書
交
付
式（
本
庁
舎
）

　
　
　
　
▽
平
成
25
年
度
北
秋
田
市
農
業
再
生
協
議
会（
本
庁
舎
）▽
第
５
回
北

秋
田
市
土
地
改
良
区
統
合
整
備
研
究
会（
本
庁
舎
）

（
※
４
月
１
日
か
ら
６
日
は
、北
秋
田
市
長
職
務
代
理
者
の
虻
川
副
市
長
が
対
応
）

▲市主催事業概要を決めた北秋田市実行
委員会総会

齋藤　美津子 氏
（鷹巣字東中岱）

平成25年３月31日告示、４月７日投開票

●北秋田市長選挙結果

当選　津谷　永光  （61歳）１４，６７３票
次点　成田　元晴  （63歳）　５，６４１票

投票者総数　　　２０，５４３人
有効投票総数　　２０，３１４票
無効投票総数　　　　　２２９票

●北秋田市議会議員補欠選挙結果

当選　齋藤　美津子（64歳）  ９，３８２票
次点　藤嶋　絹藏　（72歳）  ８，０９７票

投票者総数　　　２０，５２８人
有効投票総数　　１７，４７９票
無効投票総数　　　３，０４８票
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公民館講座で趣味や学習を深めてみませんか

中央公民館（TEL：62̶1130　FAX：62̶1669）

平成25年度 北秋田市公民館定期講座 受講生募集

スコップと栓抜きを用いて、音楽に合わせ津軽三味線
のように楽しく演奏しましょう。スコップと栓抜きは
自前でご参加ください。（無料）
開催日　６月～ 12月
　　　　第２金曜日　13：30 ～ 15：00
講　師　畠沢貴美子さん　　定　員　３０人

スコップ三味線を楽しむ講座

秋田県の学力の高さの秘密はどこに？今の北秋田市の
教育事情を探ります。（無料）
開催日　６月～ 11月
　　　　第４金曜日　13：30 ～ 15：00
講　師　毎月かわります
定　員　３０人

教育事情講座 ～エデュケーション・カフェ～

野外で活動するためのノウハウを学びましょう。(無料）
開催日　６月～ 10月
　　　　第２木曜日　18：30 ～ 20：00
講　師　齊藤彦志さん
定　員　１５人

めざせ！アウトドア・マスター

地域の工房を訪ねたり、物づくりを楽しみます。
（要材料代）
開催日　６月～ 12月
　　　　第２水曜日　10：00 ～ 12：00
講　師　内容によってかわります
定　員　１５人

ふるさと工房

陶芸の基本を学び、オリジナルの器に挑戦してみませ
んか。（要材料代）
開催日　６月～ 10月
　　　　第２･４水曜日　9：30 ～ 12：00
講　師　鷹巣陶芸教室
定　員　１０人

やきもの講座

入園前の子どもを対象に、親子で身体を動かしたり、
絵本の読み聞かせや簡単な工作を楽しみます。
開催日　４月～３月
　　　　第２月曜日　10：00 ～ 11：30
講　師　石郷岡順子さん・浅野厚子さん・成田康予さん
定　員　３０組

母と子のわくわく広場

韓国語を学び、もっと身近に、もっと楽しく韓国の魅
力にふれましょう。（無料）
開催日　６月～ 10月
　　　　第１・３火曜日　18：30 ～ 20：00
講　師　山田チャン・スクヒさん
定　員　２０人

韓国語初級講座

いろいろな講話を参考に、新しいライフスタイルを発
見してみませんか。（無料）
開催日　６月～２月
　　　　第３木曜日　13：30～15：00
講　師　毎月かわります
定　員　３０人

グッドライフ講座

やさしく学べる地域の歴史。初級者向けです。（無料）
開催日　６月～２月
　　　　第３水曜日　10：00 ～ 12：00
講　師　照内捷二さん
定　員　１５人

今から始める歴史倶楽部

「かぎ針編み」で簡単な小物、ニットを作ってみましょ
う。（要材料代）
開催日　６月～２月
　　　　第３火曜日　10：00 ～ 12：00
講　師　笠井みずえさん
定　員　１２人

ニットあみ・編み講座初級

「かぎ針編み」で簡単な小物、ニットを作ってみましょ
う。（要材料代）
開催日　６月～２月
　　　　第３月曜日　10：00 ～ 12：00
講　師　笠井みずえさん
定　員　１５人

ニットあみ・編み講座中級

「DIY(Do It Yourself)=自身でつくろう」をテーマに、網戸
の張替え、床・壁の補修、障子紙・ふすま紙の張替えなど、
あらゆる家庭のお手入れに挑戦します。（要材料代）
開催日　６月～ 12月
　　　　第３火曜日　14：00 ～ 16：00
講　師　池端宏記さん　　定　員　１５人

身近なＤＩＹ講座

合川公民館（合川農村環境改善センター　TEL：78̶2114　FAX：78̶2106）

森吉公民館（森吉コミュニティセンター　TEL：72̶3259　FAX：72̶3374）

地元食材を使って、栄養と健康を考えた、身体にやさ
しい料理を作ってみませんか。（要材料代）　
開催日　６月～ 12月
　　　　第３水曜日　10：00 ～ 12：00
講　師　増山槙さん
定　員　１５人

身体にやさしい料理教室

音楽に合わせ、ヒップホップダンスを始めてみません
か。小学生から一般までを対象に、心と体を
リフレッシュしましょう。（無料）
開催日　６月～ 12月　
　　　　第２金曜日　19：00 ～ 20：30
講　師　佐藤光子さん　定　員　２５人

はじめてのヒップホップダンス

好きな編み針を使って、オリジナルの季節作品を編み
楽しんでみませんか。（要材料代）
開催日　６月～２月
　　　　第２金曜日　10：00 ～ 15：00
講　師　菊地洋子さん
定　員　１５人

手編み講座

講話を聴いたり、移動研修で、人生をさわやかに過ご
しませんか。（要保険料）
開催日　６月～２月
　　　　第４水曜日　13：30 ～ 15：00
講　師　講師多数（内容により時間変更あり）
定　員　３０人

ハッピーライフ講座

自然を散策しながら、名所や文化にふれます。ウオーキン
グしながら、リフレッシュしませんか。（要保険料ほか）
開催日　６月～ 10月（詳細は随時お知らせします）
　　　　９：00～ 16：00（内容により時間変更あり）
講　師　講師多数
定　員　２５人

ぶらり散策

峠のシルバー５の生演奏で、昔なつかしい想い出の曲
をいっしょに歌って楽しみませんか。（無料）
開催日　６月～２月
　　　　第４金曜日　10：00 ～ 12：00
講　師　峠のシルバー５　
定　員　多数

歌声サロン

自分でできる住まいの小さなことから、始めてみません
か。（網戸の張り替え、蛇口パッキン交換等）（要材料代）
開催日　６月～ 12月
　　　　第３火曜日　10：00 ～ 12：00
講　師　池端宏記さん　
定　員　１５人

住まいのお手入れ講座

色々な物を題材に、楽しく絵手紙を書き、心安らかな
時間を過ごしましょう。
開催日　６月～２月　
　　　　第２水曜日　10：00 ～ 12：00
講　師　新田チマさん　
定　員　１５人

楽しい絵手紙講座

正しい歩き方で自分の健康づくりと仲間づくりを始め
ましょう。（無料）
開催日　６月～ 12月
　　　　第２火曜日　９：30～ 12：00
講　師　佐藤郁子さん
定　員　１５人

楽しいウオーキング講座

エコクラフト、かぎ針編み等、色々な物づくりに挑戦しま
せんか。貴方だけのオリジナル作品を作りましょう。（実費）
開催日　６月～２月
　　　　第４火曜日　9：30 ～ 12：00 
　　　　　(内容により時間変更あり）
講　師　講師多数　　定　員　２０人

　おしゃれ工房

入園前の子どもとママが集まり、自由に遊びましょう。
手遊びや、絵本読み聞かせもあります。（無料）
開催日　６月～２月
　　　　第２金曜日　10：00 ～ 11：30
講　師　読み聞かせボランティアにじいろパレット　
定　員　１５組

ママと子の交流広場

どなたでも簡単にできる軽スポーツ運動を楽しみま
しょう。初心者大歓迎です。会場は森吉総合スポーツ
センターです。（要保険料）
開催日　６月～２月
　　　　第３月曜日　10：00 ～ 12：00
講　師　講師多数　　定　員　２０人

リフレッシュ軽運動講座

広報きたあきた　2013.　5.　17 6広報きたあきた　2013.　5.　1

合川公民館・森吉公民館 中央公民館



阿仁公民館（阿仁ふるさと文化センター　TEL：82̶2220　FAX：82̶2221）

誰でも簡単にできる楽しい切り絵をしてみませんか。
初心者大歓迎です。（要材料代）
開催日　６月～２月
　　　　第１月曜日　13：30～15：00
講　師　伊藤四郎さん
定　員　１５人

楽しい切り絵講座

名前書きなどきれいな字を書くコツを基礎から身につ
けることができます。（無料）
開催日　６月～２月
　　　　第２木曜日　10：00～12：00
講　師　河井千代子さん
定　員　１５人

実用ボールペン講座
洋ランから身近な花の育て方や咲かせ方などを学びま
せんか。（要材料代）
開催日　６月～不定期
　　　　（詳細は随時お知らせします）　
講　師　館岡慶一郎さん
定　員　１５人

園芸（洋蘭）講座

阿仁地域を中心とした名所、史跡を訪ね郷土の歴史と
文化に触れてみませんか。（要保険料）
開催日　６月･７月･９月･10月　
　　　　詳細は随時お知らせします。
講　師　戸嶋喬さん
定　員　２０人

阿仁地域の歴史探訪
鷹巣地区公民館定期講座　

初心者から中級者まで楽しめるおしゃれ袋物や小物を
作ってみませんか。（要材料代）
開催日　６月～２月
　　　　第２・４月曜日　13：30～15：30
講　師　菊池洋子さん
定　員　１５人

やさしい手芸教室
高齢者の生活体験や課題などを話し合ってみませんか。
（無料）
開催日　６月～２月
　　　　第２火曜日　10：00～12：00
講　師　濱田チヤさん
定　員　１５人

体験高齢者講座

身近な食材を使って美味しい家庭料理を作ってみませ
んか。（要材料代）
開催日　６月～ 12月
　　　　第２金曜日　10：00～13：00
講　師　斉藤イヨ子さん
定　員　１５人

手軽でおいしい家庭料理◇公民館では様々な公開講座（短期講座）
も予定しています。詳細が決まりましたら広
報等でお知らせいたします。
また、ご要望などありましたら各公民館へ
お寄せください。

◆各講座の申込方法

◆募集期間   

①希望講座②氏名③住所④電話番号を各公民館までお知らせください。
申込み多数の場合は抽選となります。（ただし、申込み期間内に定員に満たない場合
は随時受付し、定員になり次第締め切ります）
抽選結果や詳細等については、後日申込者へ連絡します。材料代等は自己負担とな
ります。
お問い合わせ・お申込みは各公民館へ。

５月７日(火)午前９時から ５月14日(火)午後５時まで

※地区の方はもちろん、地区以外の方も受講できます

◆趣味悠々講座
広く趣味の発掘をしましょう。
開催日　６月～９月
　　　　第３水曜日　10：00～12：00
講　師　講師は毎回かわります
定　員　１５人
◆健康講座
リズムに合わせ、手足を動かし、健康保持に努め
ましょう。
開催日　６月～９月
　　　　第２・４土曜日  19：00～21：00
講　師　松岡時子さん
定　員　１５人

七座公民館（67-2529）
◆家庭料理講座
身近な食材で美味しい家庭料理を。
開催日　６月～２月
　　　　第３水曜日　10：00～12：00
講　師　五代儀則子さん
定　員　１５人
◆生け花講座
季節ごとに咲く草花などの活け方を学びませんか。
開催日　６月～２月
　　　　第２水曜日　13：30～15：30
講　師　庄司栄子さん
定　員　１０人
◆家庭菜園講座
手軽に栽培できる野菜作りに挑戦。
開催日　６月～ 11月
　　　　第３金曜日　9：00～12：00
講　師　ＪＡ鷹巣町営農部園芸畜産課
定　員　１５人

栄公民館（62-0744）

坊沢公民館（62-4729）
◆昔語り　～一服のお茶と共に～
地域の今昔を語り合い、明日に連ねましょう。
開催日　６月～９月
　　　　第１・３木曜日　14：00～16：00
講　師　永井高道さん
定　員　多数
◆ユニカール（入門～中級）
主に初心者対象の講座です。
開催日　６月～９月
　　　　第２・４水曜日　19：00～21：00
講　師　戸嶋金弘さん
定　員　多数

◆つるしひなかざり講座
着物のはぎれなどを使い、華やかなつるしひなか
ざりを作ってみませんか。
開催日　６月～２月
　　　　第２・４日曜日　9：30～11：30
講　師　菊地洋子さん
定　員　１５人

綴子公民館（62-1472）

◆命の貯蓄体操
若々しい心と身体をつくりましょう。
開催日　６月～２月
　　　　第２水曜日　19：00～21：00
講　師　佐藤アヤ子さん
定　員　１０人
◆パソコン教室
文字打ちのできる方を募集します。
開催日　６月～２月
　　　　第２金曜日　13：30～15：30
講　師　ＩＴサポート秋田　佐藤文枝さん
定　員　１０人

沢口公民館（62-4829）
◆歌でつなごう　仲間づくり～大きな声で楽しく歌う～
楽しく歌い、仲間づくりを！
開催日　６月～２月
　　　　第２月曜日　10：00～11：30
講　師　金新佐久さん
定　員　３０人
◆手芸講座
小物づくりや編み物などで楽しさを広げましょう
開催日　６月～２月
　　　　第１水曜日　9：30～12：00
講　師　菊地洋子さん
定　員　１５人

七日市公民館（66-2001）

より充実した人生を送りましょう。
心の豊かさや、生きがいを求めて学習し、

広報きたあきた　2013.　5.　19 8広報きたあきた　2013.　5.　1

鷹巣地区公民館 阿仁公民館



　
市
内
の
多
く
の
小
学
校
で
は
、
４
月
８
日

に
入
学
式
が
行
わ
れ
、
新
し
く
学
校
生
活
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
新
入
生
が
期
待
に
胸
を
膨

ら
ま
せ
て
式
に
臨
み
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
前
田
小
学
校（
嶋
田
美
香
校
長
・

児
童
数
69
人
）
に
は
、
昨
年
度
で
閉
校
し
た

浦
田
小
学
校
か
ら
５
人
が
仲
間
入
り
す
る
と

と
も
に
、
新
一
年
生
９
人
が
入
学
し
ま
し
た
。 

式
で
は
、
保
護
者
や
教
職
員
、
地
域
の
方
々

が
温
か
く
迎
え
る
な
か
、
新
一
年
生
が
お
兄

さ
ん
や
お
姉
さ
ん
に
手
を
ひ
か
れ
な
が
ら
、

や
や
緊
張
し
た
面
持
ち
で
会
場
の
体
育
館
に

入
場
。
新
入
生
紹
介
で
は
、
一
人
一
人
の
名

前
が
点
呼
さ
れ
る
と
元
気
な
声
で
「
ハ
イ
」

と
返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
市
内
13
の
小
学
校
に
１
９
７

人
の
元
気
な
新
一
年
生
が
誕
生
し
ま
し
た
。

▲上級生の持つ花のアーチをくぐって会場を
後にする、前田小学校の新一年生

期待に胸を膨らませて ●市内各小学校で入学式

　
北
秋
田
市
防
犯
指
導
員
と
交
通
指
導
員
の

委
嘱
状
交
付
式
が
４
月
４
日
、
中
央
公
民
館

で
行
わ
れ
、
市
長
職
務
代
理
者
の
虻
川
副
市

長
が
指
導
員
一
人
一
人
に
委
嘱
状
を
交
付
し

ま
し
た
。

　
防
犯
指
導
員
は
犯
罪
及
び
事
故
の
な
い
明

る
い
社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
ま
た
、

交
通
指
導
員
は
道
路
交
通
の
安
全
を
保
持
す

る
た
め
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
防
犯
指
導
員
の
交
付
式
で
は
、

42
人
に
委
嘱
状
を
交
付
し
た
後
、
虻
川
副
市

長
が
「
地
域
全
体
で
犯
罪
が
発
生
し
に
く
い

環
境
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
と
な

り
ま
す
。
共
に
安
全
安
心
な
北
秋
田
市
を
構

築
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。　

　
両
指
導
員
の
任
期
は
２
年
間
で
す
。

▲虻川副市長が防犯指導員一人一人に委嘱状
を交付

安心安全な地域社会を ●防犯指導員・交通指導員委嘱状交付式

　
北
秋
田
市
消
防
団
（
金
田
咲
美
団
長
）
と

婦
人
消
防
隊
に
よ
る
一
斉
放
水
訓
練
が
４
月

14
日
、
市
内
４
地
区
で
行
わ
れ
、
団
員
た
ち

が
有
事
に
備
え
た
き
び
き
び
と
し
た
動
作
で

訓
練
に
臨
み
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、
消
防
ポ
ン
プ
等
の
点
検
と
技
術

の
向
上
を
図
る
目
的
で
、
鷹
巣
中
央
公
園
、

上
杉
農
村
運
動
公
園
、
米
内
沢
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
下
の
阿
仁
川
河
川
敷
駐
車
場
、
阿

仁
湯
口
内
地
区
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
鷹
巣
中
央
公
園
で
行
わ
れ
た
訓
練
で
は
、

鷹
巣
分
団
と
鷹
巣
婦
人
消
防
隊
、
市
消
防
本

部
か
ら
合
わ
せ
て
約
３
３
０
人
が
参
加
。
早

朝
の
肌
寒
い
な
か
、
団
員
ら
は
ポ
ン
プ
車
や

小
型
動
力
ポ
ン
プ
を
機
敏
に
操
作
し
な
が
ら
、

放
水
開
始
の
合
図
と
と
も
に
公
園
の
池
に
向

か
っ
て
一
斉
に
放
水
し
ま
し
た
。

▲水のアーチが連なった、鷹巣中央公園での
一斉放水訓練

火災に備え技術の向上を ●市消防団一斉放水訓練

　
伝
統
的
工
芸
品
「
秋
田
杉
桶
樽
」
の
伝
統

工
芸
士
に
認
定
さ
れ
た
佐
藤
秋
男
さ
ん
（
61

歳
・
浦
田
）
が
４
月
12
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、

津
谷
市
長
に
認
定
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
伝
統
工
芸
士
は
、
全
国
の
伝
統
的
工
芸
品

産
地
に
お
い
て
、
伝
統
的
技
術
・
技
法
に
熟

練
し
た
従
事
者
の
中
か
ら
厳
し
い
認
定
試
験

に
合
格
し
た
者
に
対
し
て
、
経
済
産
業
大
臣

が
認
定
す
る
称
号
で
、
各
産
地
を
代
表
す
る

最
高
の
技
術
保
持
者
で
す
。

　
佐
藤
さ
ん
は
昭
和
63
年
に
大
館
市
の
桶
樽

製
造
業
・
日
樽
に
入
社
し
、
桶
樽
づ
く
り
に

必
要
な
高
度
な
技
術
を
磨
い
て
き
ま
し
た
。

認
定
を
受
け
佐
藤
さ
ん
は
「
ま
だ
ま
だ
覚
え

る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
精
進
し
て
前
に
進
ん
で
い
き
た
い
」
な
ど

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

▲津谷市長に伝統工芸士に認定されたことを
報告する佐藤秋男さん

秋田杉桶樽の伝統工芸士 ●佐藤秋男さんが認定の報告

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
４
月
６
日
か

ら
15
日
ま
で
実
施
さ
れ
、
市
内
各
所
で
も
総

決
起
集
会
や
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
、
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
が
行
わ
れ
、
市
民
に
交

通
事
故
防
止
を
訴
え
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
６
日
に
市
役
所
前
で
行
わ
れ

た
鷹
巣
地
区
総
決
起
集
会
に
は
、
北
秋
田
警

察
署
を
は
じ
め
行
政
関
係
者
、
鷹
巣
地
区
交

通
安
全
管
理
者
協
会
、
交
通
安
全
母
の
会
、

交
通
指
導
隊
な
ど
か
ら
約
１
６
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
集
会
で
鷹
巣
地
区
交
通
安
全
協
会
の
近
藤

直
夫
会
長
が
「
運
動
を
実
施
し
な
が
ら
交
通

事
故
を
１
件
で
も
減
ら
し
た
い
」
な
ど
と
あ

い
さ
つ
。
こ
の
後
、
警
察
車
両
を
先
頭
に
交

通
安
全
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
て
、
沿
道
の
市

民
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

▲160人が参加し、交通安全を呼びかけた鷹
巣地区総決起集会

交通事故が減少するように ●春の全国交通安全運動

　
北
秋
田
市
商
工
会
（
伊
藤
公
夫
会
長
）
主

催
の
新
入
社
員
合
同
研
修
会
が
３
月
21
日
、

産
業
会
館
で
開
か
れ
、
４
月
か
ら
市
内
の
企

業
な
ど
に
入
社
す
る
41
人
が
接
遇
マ
ナ
ー
を

学
び
ま
し
た
。

　
講
師
の
㈱
北
都
銀
行
人
事
部
の
伊
藤
末
子

さ
ん
が
、
言
葉
づ
か
い
や
電
話
対
応
、
来
客

対
応
な
ど
を
指
導
。
伊
藤
さ
ん
は
「
マ
ナ
ー

は
相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
、
心
配
り
が
あ

れ
ば
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
年
数

が
経
て
ば
身
に
付
く
と
い
う
も
の
で
は
な
い

の
で
、
普
段
の
生
活
や
仕
事
で
常
に
意
識
し

て
実
践
し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
ア
ド
バ
イ

ス
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
学
ん
だ
こ
と
を
職
場
で
の
実

践
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
真
剣
な
表
情
で
受
講

し
て
い
ま
し
た
。

▲向かい合って、あいさつの仕方を練習する
参加者

マナーは思いやる気持ちで ●新人社員合同研修会

お
け
た
る
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下水道の使用区域が拡大されました下水道の使用区域が拡大されました
平成25年度
鷹巣処理区

　　上下水道課業務係　☎72̶3113問

【鷹巣北部】
坊沢字上野、下タ上野
綴子字田中下モ、田中家前、中堤、
田中の各一部が新たに加わりました

ゾーン３０ゾーン３０
～通学路・生活道路の新たな対策～

【鷹巣南部】
脇神字平崎川戸沼、平崎上岱、平崎
の各一部が新たに加わりました

平成25年４月１日供用開始 平成25年５月１日供用開始

　「ゾーン30」とは、通学路・生活道路対策として、
区域を定めて最高速度を30キロに規制するもの
で、区域内を走行する自動車の速度を抑え、通過
交通をできるだけ抑制し、歩行者や自転車の通行
を優先させて交通事故防止を図る施策です。

規制標識

路
側
帯

路
側
帯

ゾーン
３０
ゾーン
３０

道路標示

　「ゾーン30」の出入口交差点
には、次のような標識・表示・看
板などが設置されます。

案内表示板

「ゾーン30」整備地区

問　　北秋田警察署　☎62̶1245

◇ゾーン内は、最高速度30キロを遵守しましょう。
◇できる限り、ゾーン内の通り抜けを控えましょう。

　下水道は、皆さんの快適な暮らしの実現は元より、美しく良好な環境の形成や公共用水路（河川等）の
水質向上・保全、伝染病の予防など皆さんの健康にも深く関わる大切な役割を担っています。

北秋田
警察署

北秋田地域
振興局

消防本部 鷹巣
中央保育園

JA鷹巣町

鷹巣体育館

市民
プール

鷹
巣

児
童
館

鷹巣小学校

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

　

緊
急
支
援
事
業
の
お
知
ら
せ

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

　

緊
急
支
援
事
業
の
お
知
ら
せ

　
こ
の
事
業
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
市
内
業
者
を
利
用
し
て
住
宅
の
増
改
築
又
は

リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
場
合
に
、
補
助
金
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
今
年
度
か
ら
は
『
耐
震
、断
熱
、省
エ
ネ
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
、屋
根
の
克
雪

対
策
に
有
効
な
工
事
』に
つ
い
て
の
補
助
限
度
額
を
引
き
上
げ
て
い
ま
す
。

※

『
住
宅
の
増
改
築
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
』と
『
耐
震
、断
熱
、省
エ
ネ
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
、

屋
根
の
克
雪
対
策
に
有
効
な
工
事
』の
申
請
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん

◎
秋
田
県
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
支

援
事
業
の
申
請
も
取
り
次
ぎ
ま
す

　
補
助
金
の
交
付
申
請
は
、
同
一
年

度
内
に
一
回
限
り
で
す
。
ま
た
、
前

年
度
ま
で
に
本
事
業
を
利
用
さ
れ
た

場
合
、
補
助
を
受
け
た
リ
フ
ォ
ー
ム

等
工
事
個
所
・
工
事
内
容
と
異
な
る

工
事
は
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
先
に

受
け
た
補
助
金
と
合
わ
せ
て
20
万
円

ま
で
が
限
度
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
耐
震
、
断
熱
、
省
エ
ネ
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
屋
根
の
克
雪
対
策

に
有
効
な
工
事
」
の
場
合
、
先
に
受

け
た
補
助
金
と
合
せ
て
25
万
円
ま
で

が
限
度
に
な
り
ま
す
。

○
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
あ
る

こ
と

○
申
請
者
及
び
工
事
す
る
住
宅
に
住
む
親

族
が
、
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

◇
住
宅
の
増
改
築
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

　
補
助
対
象
と
な
る
工
事
費
の
10
分
の
１

の
金
額
（
限
度
額　
20
万
円
）　

◇
耐
震
、断
熱
、省
エ
ネ
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
、

屋
根
の
克
雪
対
策
に
有
効
な
工
事

　
補
助
対
象
と
な
る
工
事
費
の
10
分
の
１

の
金
額
（
限
度
額　
25
万
円
）

○
市
内
の
住
宅
で
あ
る
こ
と
（
別
荘
等
を

除
く
）

○
賃
貸
し
て
い
る
住
宅
又
は
賃
貸
す
る
予

定
の
住
宅
で
な
い
こ
と

○
併
用
住
宅
の
場
合
、
住
宅
部
分
の
延
べ

面
積
が
、
建
物
全
体
の
延
べ
面
積
の
２
分

の
１
以
上
で
あ
る
こ
と

○
申
請
者
若
し
く
は
親
及
び
子
が
所
有
し
、

か
つ
居
住
す
る
住
宅
で
あ
る
こ
と

○
そ
の
他
市
長
が
同
等
と
認
め
る
場
合

○
平
成
26
年
３
月
25
日
ま
で
に
完
了
す
る

工
事
で
あ
る
こ
と

○
市
内
に
本
店
の
あ
る
業
者
又
は
住
民
登

録
し
て
い
る
個
人
が
工
事
す
る
こ
と

（
補
助
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
）

▽
対
象
工
事
が
重
複
す
る
市
補
助
制
度
の

補
助
金
に
相
当
す
る
費
用
（
浄
化
槽
設
置

補
助
、介
護
保
険
住
宅
改
修
費
支
給
な
ど
）

▽
公
共
工
事
の
施
行
に
伴
う
補
償
費
の
対

象
と
な
る
工
事
費
用

▽
門
・
塀
等
、
い
わ
ゆ
る
外
構
工
事
費
用

▽
重
複
計
上
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
他
の

補
助
制
度
を
利
用
す
る
工
事
の
費
用

▽
そ
の
他
、
補
助
金
の
交
付
が
適
当
で
な

い
と
認
め
ら
れ
る
工
事
の
費
用

受
付
開
始　
平
成
25
年
４
月
25
日
か
ら

※

着
手
済
み
・
完
成
済
み
の
工
事
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
平
成
25
年
４

月
１
日
か
ら
24
日
ま
で
に
着
手
し
た
工
事

で
、
市
が
別
に
定
め
る
要
件
に
適
合
し
、

５
月
20
日
ま
で
に
交
付
申
請
さ
れ
た
場
合

は
本
事
業
の
対
象
と
し
て
取
り
扱
い
ま
す

申
請
場
所　
都
市
計
画
課
（
森
吉
庁
舎
）、

生
活
課
（
本
庁
舎
）、
合
川
及
び
阿
仁
総

合
窓
口
セ
ン
タ
ー

申
請
方
法　
工
事
着
手
前
に
補
助
金
交
付

申
請
書
に
次
の
書
類
を
添
付
し
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い

▽
工
事
契
約
書
又
は
請
書
の
写
し

▽
内
訳
明
細
書
又
は
見
積
書
の
写
し

▽
工
事
着
工
前
の
写
真
（
施
工
箇
所
が

は
っ
き
り
判
る
写
真
）

▽
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
書
類

※
こ
の
他
に「
耐
震
、断
熱
、省
エ
ネ
、バ
リ

ア
フ
リ
ー
、屋
根
の
克
雪
対
策
に
有
効
な

工
事
」に
該
当
す
る
申
請
の
場
合
は
、
指

定
様
式
に
よ
る
工
事
概
要
書
、
指
定
見
積

書
、
図
面
等
も
必
要
に
な
り
ま
す

　
　
　
都
市
計
画
課
都
市
計
画
住
宅
係

☎
72‐
５
２
４
６

１
．対
象
と
な
る
方

１
．対
象
と
な
る
方

２
．補
助
金
額

２
．補
助
金
額

３
．対
象
と
な
る
住
宅

３
．対
象
と
な
る
住
宅

４
．対
象
と
な
る
工
事

４
．対
象
と
な
る
工
事

５
．申
請
受
付

５
．申
請
受
付

補助事業申請フロー

①補助金交付申請

②工事完了報告
補助金の確定通知

③補助金請求
補助金の交付

申請者 北秋田市

交付決定通知工事着手

工事完了

申
問

鷹巣陸上競技場

鷹
巣
中
学
校

鷹
巣
橋
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春春　
１
月
か
ら
３
月
ま
で
は
、
昨
年
と
同
様
に
豪

雪
と
な
り
ま
し
た
が
、
残
雪
は
ほ
と
ん
ど
無
く

な
り
、
そ
れ
に
代
わ
り
色
鮮
や
か
な
草
花
が
咲

き
、
道
行
く
人
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
て
い
ま
す
。

　
阿
仁
川
堤
防
沿
い
（
米
内
沢
地
区
）
に
は
、

ス
イ
セ
ン
が
道
路
沿
い
に
並
ん
で
咲
い
て
い
る

ほ
か
、
阿
仁
中
学
校
近
く
の
湿
地
に
は
ミ
ズ
バ

シ
ョ
ウ
が
綺
麗
な
花
を
咲
か
せ
、
歩
行
者
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
開
花
が
待
ち
遠
し
い
桜
は
、
３
月
中

旬
の
九
州
で
の
開
花
を
皮
切
り
に
、
桜
前
線
の

北
上
に
合
わ
せ
、
各
地
で
記
録
的
な
早
さ
で
開

花
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
４
月
に
は
い
っ
て

か
ら
は
気
温
が
上
が
ら
ず
市
内
で
は
例
年
通
り
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
に
見
頃
を
迎
え
そ
う

で
す
。

　 　

１
月
か
ら
３
月
ま
で
は
、
昨
年
と
同
様
に
豪

雪
と
な
り
ま
し
た
が
、
残
雪
は
ほ
と
ん
ど
無
く

な
り
、
そ
れ
に
代
わ
り
色
鮮
や
か
な
草
花
が
咲

き
、
道
行
く
人
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
て
い
ま
す
。

　
阿
仁
川
堤
防
沿
い
（
米
内
沢
地
区
）
に
は
、

ス
イ
セ
ン
が
道
路
沿
い
に
並
ん
で
咲
い
て
い
る

ほ
か
、
阿
仁
中
学
校
近
く
の
湿
地
に
は
ミ
ズ
バ

シ
ョ
ウ
が
綺
麗
な
花
を
咲
か
せ
、
歩
行
者
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
開
花
が
待
ち
遠
し
い
桜
は
、
３
月
中

旬
の
九
州
で
の
開
花
を
皮
切
り
に
、
桜
前
線
の

北
上
に
合
わ
せ
、
各
地
で
記
録
的
な
早
さ
で
開

花
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
４
月
に
は
い
っ
て

か
ら
は
気
温
が
上
が
ら
ず
市
内
で
は
例
年
通
り
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
に
見
頃
を
迎
え
そ
う

で
す
。

　

の
訪
れ
を
告
げ
る
草
花

の
訪
れ
を
告
げ
る
草
花

市内各地の桜市内各地の桜

ミズバショウ

ヒ
マ
ラ
ヤ
ユ
キ
ノ
シ
タ

キ
ク
ザ
キ
イ
チ
ゲ

ク
ロ
ッ
カ
ス

ス
イ
セ
ン

鷹巣中央公園鷹巣中央公園

松栄桜並木松栄桜並木

阿仁河川公園阿仁河川公園

北欧の杜公園北欧の杜公園

『桜まつり』
４月27日（土）～５月６日（月）
【ライトアップ時間】　17：00～23：00

見頃はゴールデンウィーク！？
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学びの広場

日
時　
５
月
19
日
（
日
）
14
時
よ
り

会
場　
「
お
や
か
た
の
家
」
長
岐
邸

　
　
　
北
秋
田
市
七
日
市
字
囲
ノ
内
４

　
　

※

会
場
は
10
時
よ
り
一
般
開
放
し
て

　
　
い
ま
す
（
当
日
限
り
）

講
師　
長
岐
純
一
氏　
入
場
料　
無
料

　
各
種
応
急
手
当
や
心
肺
蘇
生
法
な
ど
の

方
法
を
学
び
ま
す
。

期
日　
５
月
29
日
（
水
）

時
間　
９
時
〜
11
時

場
所　
合
川
体
育
館

講
師　
北
秋
田
市
消
防
本
部

参
加
費　
無
料　

持
ち
物　
筆
記
用
具　
定
員　
25
人
程
度

※

動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
の
伊
勢
堂
岱
遺
跡
の
一
般
公
開

は
、
遺
跡
内
環
境
整
備
工
事
の
た
め
公
開

で
き
ま
せ
ん
。

　

 「
浜
辺
の
歌
音
楽
館
少
年
少
女
合
唱

団
」
は
、
郷
土
出
身
の
作
曲
家
・
成
田
為

三
先
生
の
作
品
を
中
心
に
、
い
ろ
い
ろ
な

曲
を
楽
し
く
歌
い
活
動
し
て
い
ま
す
。
時

代
を
越
え
、
世
代
を
越
え
愛
さ
れ
て
い
る

メ
ロ
デ
ィ
ー
を
、
自
分
た
ち
の
声
で
受
け

継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

対
象　
小
学
校
１
年
生
〜
高
校
３
年
生　

練
習
場
所　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

練
習
時
間　
９
時
〜
12
時（
毎
週
土
曜
日
）

参
加
費　
無
料
（
後
援
会
費
と
し
て
月
１

３
０
０
円
集
金
し
て
い
ま
す
）

※

５
月
の
練
習
は
18
日
（
土
）
か
ら
で
す

※

見
学
も
歓
迎
し
ま
す

　
平
成
26
年
１
月
14
日
〜
２
月
27
日
ま
で

吊
天
井
耐
震
補
強
工
事
の
た
め
大
ホ
ー
ル

が
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
同

期
間
に
鷹
巣
図
書
館
の
冷
暖
房
設
備
の
改

修
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

第
５
回
お
や
か
た
さ
集
ま
る
べ
講
座

公
民
館
講
座
「
救
急
講
習
会
」

申
問

合
川
公
民
館　
☎
78‐

２
１
１
４

問

生
涯
学
習
課　
☎
62‐

６
６
１
８

伊
勢
堂
岱
遺
跡

一
般
公
開
の
一
時
休
止
に
つ
い
て

浜
辺
の
歌
音
楽
館
少
年
少
女
合
唱
団

　
　
　
　
　
　
団
員
を
募
集
し
ま
す

申
問

生
涯
学
習
課　
☎
62‐

６
６
１
８

文
化
会
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

問

文
化
会
館　
☎
62‐

３
３
１
１

バターもちをつくろう！
～大人と子どもの生涯学習サポートＤＡＹ～

　北秋田地区生涯学習奨励員協議会が主催する生涯
学習サポートＤＡＹ事業が、３月22日森吉コミュ
ニティセンターで開かれ、北秋田市と上小阿仁村の
児童ら24人が参加し、バターもち作りに挑戦しま
した。
　参加者は、講師の齊藤イヨ子さん（阿仁）から、
阿仁地域でバターもちが作られるようになった由来
やバターもちの材料・作り方などを熱心に聞きなが
らメモをとっていました。
　ふっくらとつき上がったもちは、講師や奨励員に ▲興味深くバターもちについての話を聞く参加者

手伝ってもらいながら小さく丸めて仕上げ、できた
てのバターもちの味を楽しみました。

スプリングコンサート
～浜辺の歌音楽館少年少女合唱団～

　浜辺の歌音楽館少年少女合唱団の第22回スプリ
ングコンサートが、３月30日森吉コミュニティセ
ンターで開催されました。
　前半は「赤い鳥小鳥」など成田為三作曲の曲をは
じめ、一年間練習してきた合唱曲の数々が発表され、
年長の団員による独唱も披露されました。
　後半は趣を変えて、森吉中学校吹奏楽部によるテ
レビ人気アニメのテーマ曲や、美空ひばりメドレー、
ＭＭＣによるコーラス、少年少女合唱団とＭＭＣの
コラボによる「花は咲く」などが演奏され、来場者 ▲合唱する浜辺の歌音楽館少年少女合唱団

は「音楽」の彩る早春の午後のひとときを楽しみま
した。

世界遺産登録を願って
～カムバック縄文サーモン事業～

　サケ放流事業「カムバック・縄文サーモン」が４
月13日、伊勢堂岱遺跡近くを流れる湯車川で行われ、
市民ら約30人が参加し、サケの稚魚約５万匹を放
流しました。
　この事業は、サケの放流をとおして湯車川をサケ
が遡上する川として、遺跡周辺の環境保護を図り、
同遺跡の世界遺産登録推進に重要な周辺環境の保全
を目的に行われたものです。
　放流では、参加者がサケの稚魚の入ったバケツを
持って川岸に並び「元気に戻ってきてほしい」と願 ▲湯車川に放流されるサケの稚魚５万匹

いながら放流しました。サケは４～５年後に放流した
河川に戻ってくるとされています。

お
伊
勢
参
り
旅
日
記
か
ら

　
　
長
崎
七
左
衛
門
の

　
　
　
「
道
中
記
」
を
読
む

問申

長
岐
賢
一 

☎
０
９
０‐

６
１
０
１‐

８
９
０
６

七
日
市
公
民
館　
☎
66‐

２
０
０
１

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

62

北
秋
田
市
指
定
有
形
文
化
財

　　　　　　　　　（
絵
画
）

○「
絹
本
着
色
涅
槃
図
」

◇
所
在
地　
本
城
字
館
の
下
２
１
１

◇
管
理
者　
浄
福
寺

　
涅
槃
図
（
ね
は
ん
ず
）
と
は
、
お
釈

迦
（
釈
尊
）
さ
ま
の
入
滅
（
亡
く
な
ら

れ
た
）
の
情
景
を
描
い
た
も
の
で
、
涅

槃
会
の
本
尊
と
し
て
用
い
ら
れ
、
多
く

の
寺
院
で
見
ら
れ
ま
す
。
沙
羅
双
樹
の

も
と
で
涅
槃
に
入
る
時
の
、
頭
は
北
に

顔
は
西
向
き
に
、
右
脇
を
下
に
臥
し
、

周
囲
に
弟
子
を
は
じ
め
菩
薩
や
天
竜
、

鬼
畜
な
ど
泣
き
悲
し
む
様
子
を
描
い
た

絵
で
す
。
絵
の
大
き
さ
は
横
１
５
１
㎝
、

縦
１
９
３
㎝
と
か
な
り
大
き
く
と
て
も

鮮
や
か
な
感
じ
が
し
ま
す
。（
涅
槃
経
・

講
、
涅
槃
像
、
涅
槃
門
な
ど
と
呼
ば
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

　
作
者
は
不
明
で
す
が
、
裏
書
に
よ
れ

ば
文
化
15
年(

１
８
１
８
年)

２
月
、

当
時
の
念
仏
講
中
が
寄
付
し
た
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
富
裕
な
農
民
が
寄
付
し

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
故
奈
良
修
介
氏
の
見
立
て
に
よ
る
と
、

作
者
は
複
数
と
思
わ
れ
、
絵
画
の
で
き

ば
え
は
と
て
も
良
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

【
裏
書
】

為
七
世
父
母
二
世
安
楽

　
願
主　
念
仏
講
中　
秋
元
喜
藤
次
母
、
久
蔵

        

母
、・
・
、
十
二
所
町
石
井
周
花
内        

        

向
本
城
村
、
川
井
村

羽
州
秋
田
郡
大
阿
仁
本
城
村

  

大
沢
山
浄
福
寺
現
任
十
一
世
寿
山

　

  

文
化
15
年
戌
寅
２
月

◇
浄
福
寺

　
は
っ
き
り
し
た
記
録
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
も
と
は
真
言
宗
の
寺
院
と
言
わ
れ

落
合
村
（
現
合
川
李
岱
）
羽
立
大
沢
山

と
の
関
連
も
考
え
ら
れ
、応
保
元
年(

１

１
６
１
年)

什
器
入
と
書
い
た
長
持
が

残
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
か
な
り
古
い

寺
院
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、「
金
仏
地

蔵
尊
」
は
古
く
、
古
仏
阿
弥
陀
如
来
も

立
派
な
仏
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
寺
の

地
内
に
あ
っ
た
胡
桃
の
老
木
は
盛
土
の

上
に
あ
っ
て
、
木
柵
で
囲
み
、
中
に
入

る
こ
と
を
禁
じ
て
い
た
そ
う
で
す
。

▽
昭
和
59
年
３
月
21
日
指
定
文
化
財

▽
資
料
／
「
本
城
と
浄
福
寺
」、「
日
本

史
辞
典
」、『
広
辞
苑
』、
浄
福
寺
奥
山

住
職
談　
ほ
か

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員　
照
内
捷
二

絹
本
着
色
涅
槃
図

▼
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母
子
健
康
手
帳
交
付

期
日　
５
月
13
日
（
月
）、
20
日
（
月
）

　
　
　
　
　
27
日
（
月
）

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

時
間　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
手
続
き
終
了
ま
で
30
分
程
か
か
り
ま
す

※
交
付
日
に
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、
必
ず

電
話
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い

  

５
月
の
乳
児
健
診
・
相
談

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
ア
ン
ケ
ー

ト
、
バ
ス
タ
オ
ル

▽
４
か
月
児
健
康
診
査

　
期
日　
５
月
28
日
（
火
）

　
受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

　
対
象　
平
成
25
年
１
月
生
ま
れ
の
子

▽
７
か
月
児
育
児
相
談

　
期
日　
５
月
28
日
（
火
）

　
受
付
時
間　
９
時
45
分
〜
10
時

　
対
象　
平
成
24
年
10
月
生
ま
れ
の
子

▽
10
か
月
児
健
康
診
査

　
期
日　
５
月
９
日
（
木
）

　
受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

　
対
象　
平
成
24
年
７
月
生
ま
れ
の
子

▽
１
歳
ピ
カ
ピ
カ
歯
っ
ぴ
ー
教
室

　
期
日　
５
月
17
日
（
金
）

　
受
付
時
間　
13
時
15
分
〜
13
時
30
分

　
対
象　
平
成
24
年
５
月
生
ま
れ
の
子

  

健
康
相
談

場
所
／
期
日　

▽
保
健
セ
ン
タ
ー　
　
　
５
月
２
日（
木
）

▽
阿
仁
保
健
セ
ン
タ
ー　
５
月
９
日（
木
）

▽
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー　
５
月
16
日（
木
）

▽
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー　
５
月
23
日（
木
）

時
間　
10
時
〜
11
時
30
分

内
容　
健
康
相
談
、
血
圧
測
定
等

持
ち
物　
健
康
手
帳（
初
め
て
の
方
は
不
要
）

  

子
育
て
サ
ー
ク
ル「
に
じ
い
ろ
リ
ボ
ン
」

月
日　
５
月
24
日
（
金
）

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

時
間　
10
時
〜
11
時
30
分

内
容　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
手
遊
び
等

対
象　
未
入
園
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

　
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

  

い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
相
談
会

期
日　
５
月
17
日
（
金
）

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時

場
所　
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容　
心
理
専
門
員
に
よ
る
相
談
会
で
す

（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）

※
直
接
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い

  

精
神
保
健
相
談
・
老
人
精
神
保
健

  

相
談
及
び
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
相
談

期
日　
５
月
16
日
（
木
）

時
間　
15
時
30
分
〜
17
時（
受
付
15
時
〜
）

場
所　
北
秋
田
保
健
所
２
階

※
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す

　
　
北
秋
田
保
健
所 

☎
62̶

１
１
６
５

  

ミ
ニ
テ
ニ
ス
講
習
会

期
日　
５
月
の
毎
週
火
・
水
曜
日

時
間【
火
曜
日
】　
10
時
〜
12
時

　
　
（
７
日
、
14
日
、
21
日
、
28
日
）

時
間【
水
曜
日
】　
19
時
〜
21
時

　
　
（
８
日
、
15
日
、
22
日
、
29
日
）

会
場　
鷹
巣
体
育
館

対
象　
中
学
生
以
上
の
男
女

使
用
料　
一
回
百
円
（
体
育
館
使
用
料
）

服
装　
ス
ポ
ー
ツ
が
出
来
る
服
装

用
具　
会
よ
り
貸
し
出
し
ま
す

　
　
　
北
秋
田
ミ
ニ
テ
ニ
ス
協
会　
神
成

☎
62‐
３
５
３
８　
F
A
X
62‐
１
２
７
０

  
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

対
象
者　
市
内
に
在
住
す
る
小
・中
学
生

練
習
日　
毎
週　
月
・木
曜
日

時
間　
19
時
〜
20
時
30
分

場
所　
鷹
巣
小
学
校
体
育
館

参
加
料　

２
８
０
０
円
（
年
額
）

申
込
み　
５
月
９
日（
木
）19
時
か
ら
20
時
30

分
ま
で
、鷹
巣
小
学
校
体
育
館
で
受
付
し
ま
す

説
明
会　
５
月
16
日（
木
）18
時
45
分
〜

　
　
　
　
鷹
巣
小
学
校
体
育
館

　
　
北
秋
田
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

　
　
　
　
金
澤　
☎
62‐
０
４
７
３

  

北
秋
田
地
区
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室

期
日　
６
月
５
日（
水
）　

時
間　
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　
鷹
巣
体
育
館

対
象
者　

北
秋
田
地
区
に
在
住
の
身
体
・

知
的・精
神
障
が
い
者（
在
宅
の
方
）

参
加
費　
無
料（
保
険
は
県
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
協
会
で
加
入
し
ま
す
）

実
施
種
目　
ボ
ッ
チ
ャ
、フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク

申
込
締
切　
５
月
29
日（
水
）ま
で

　
　
　
福
祉
課
地
域
障
が
い
福
祉
係

☎
62‐
６
６
３
７

お
知
ら
せ

申
問

申
問 問

北秋田市民プール　☎62-5001

※市民プールでは各種教室を開催してい
ます。詳しくはお問い合わせください

　秋田県では、平成26年度開催
の国民文化祭において県民の皆
さんが主体となって企画し、自
らが実施する文化芸術活動を「県
民参加事業」として募集します。

第29回国民文化祭第29回国民文化祭
あきた20 1 4あきた20 1 4

「県民参加事業」の

　　　募集について

「県民参加事業」の

　　　募集について

　応募期限　５月31日（金）
　応募方法の詳細については、秋
田県ホームページをご覧ください。
「美の国あきたネット」
　（http://www.pref.akita.lg.jp/）

　　秋田県国民文化祭推進局
　　☎018‐860‐1551
　　北秋田市総合政策課
　　国民文化祭係　☎62‐8002

問

問

健
康 　
　
健
康
推
進
課 

☎
62‐

６
６
６
６

申
問

■
５
月
14
日（
火
）全
血 

　
　
　
　
　
　
　
【
阿
仁・森
吉
地
区
】

■
５
月
25
日（
土
）全
血 【
鷹
巣
地
区
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
献
血

献
血
日
程

献
血
日
程

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

庄

司

れ

い

さ

柴

田

あ

い

り

庄

司

あ

ん

佐

藤

だ

い

ご

三

浦

み

ゆ

う

渡

邊

ま

ひ

ろ

庄
司
い
っ
ぺ
い

藤
本
り
ょ
う
た

上

杉

柏

木

岱

浦

田

川

向

前
田
駅
前

西

根

田

下

杉

高
校
通
り

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

柴

田

ゆ

う

り

岩

川

あ

い

り

三

澤

ゆ

め

田

村

な

い

と

畠

山

み

つ

き

三
澤
り
ょ
う
ま

畠

山

ゆ

づ

き

細

田

り

あ

る

畠

山

み

く

津

谷

ち

ゆ

ひ

深

関

松

葉

町

前

野

伊

勢

町

舟

場

元

町

合

川

新

田

中

南

鷹

巣

舟

見

町

期
日　
５
月
29
日（
水
）

時
間　
10
時
〜
13
時
30
分

場
所　
森
吉
山
ダ
ム
周
辺

集
合　
森
吉
山
ダ
ム
広
報
館
前

参
加
費　
無
料

持
ち
物　

昼
食
、飲
み
物
、雨
具
、は

し
、お
椀（
み
そ
汁
サ
ー
ビ
ス
あ
り
）

申
込
締
切　
５
月
22
日（
水
）

※

各
地
区
ご
と
に
送
迎
バ
ス
が
あ
り

ま
す（
要
申
込・先
着
順
）

　
　
健
康
推
進
課 

☎
62‐

６
６
６
６

「
ク
マ
ゲ
ラ
ウ
オ
ー
ク
」

「
ク
マ
ゲ
ラ
ウ
オ
ー
ク
」

　
　
参
加
者
募
集

　
　
参
加
者
募
集

料

前売

問

広報きたあきた　2013.　5.　119 18広報きたあきた　2013.　5.　1



　

投
票
区
再
編
統
合
に
関
す
る
説
明

　
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
北
秋
田
市
選
管
理
委
員
会
で
は
、
投
票

区
（
投
票
所
）
の
再
編
統
合
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
お
り
、
住
民
の
皆
さ
ん
を
対

象
に
、
次
の
日
程
で
再
編
案
の
説
明
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ご
都
合
の
良
い
期
日
・
会
場
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

【
期
日
・会
場
】

５
月
９
日（
木
）鷹
巣
中
央
公
民
館

５
月
10
日（
金
）森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

５
月
13
日（
月
）合
川
公
民
館

５
月
14
日（
火
）阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー

【
時
間
】　
18
時
30
分
〜
（
共
通
）

　
　
北
秋
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
62‐

６
６
１
４

  

無
料
法
律
相
談
〜
男
女
間
ト
ラ
ブ
ル

　
男
女
間
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
法
的
な
解
決

を
必
要
と
す
る
方
を
対
象
に
、
無
料
法
律

相
談
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　
５
月
７
日
（
火
）

時
間　
13
時
〜
15
時
（
一
人
30
分
）

場
所　
北
秋
田
保
健
所

定
員　

４
人

申
込
期
限　
５
月
６
日
（
月
）
ま
で

そ
の
他　
相
談
中
の
託
児
が
可
能
で
す

（
予
約
必
要
）

　
　
秋
田
県
中
央
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
ハ
ー
モ
ニ
ー
相
談
室

☎
０
１
８‐

８
３
６‐

７
８
４
６

  

平
成
25
年
度
慰
霊
巡
拝
に
つ
い
て

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
旧
主
要
戦
域
等
に

お
い
て
戦
没
者
を
慰
霊
す
る
た
め
、
遺
族

を
対
象
と
し
た
慰
霊
巡
拝
を
実
施
し
て
お

り
、
平
成
25
年
度
は
次
の
地
域
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
問
い
合

わ
せ
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
実
施
地
域
〉　
旧
ソ
連
、
中
国
、
硫
黄
島
、

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー 

他

　
　
　
秋
田
県
健
康
福
祉
部
福
祉
政
策
課

☎
０
１
８‐

８
６
０‐
１
３
１
９

  『
げ
ん
き
ワ
ー
ル
ド
』か
ら
の
お
知
ら
せ

　
市
の
介
護
予
防
拠
点
施
設
「
げ
ん
き

ワ
ー
ル
ド
」
で
は
、
月
４
回
の
介
護
予
防

支
援
講
座
を
開
催
し
な
が
ら
、
高
齢
者
が

健
康
で
快
適
な
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
在
宅
看
護
職
「
鷹
巣 

白
鷹

の
会
」
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
、
地
域
住
民

の
健
康
相
談
と
血
圧
の
測
定
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
お
出
か
け
前
の
体
調
確
認
や
家
族
の
健

康
相
談
な
ど
、
保
健
師
や
看
護
師
の
有
資

格
者
の
方
々
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

実
施
日
時　
毎
月
15
日　
10
時
〜
12
時

実
施
場
所　
げ
ん
き
ワ
ー
ル
ド 

相
談
室

　
　
北
秋
田
市
介
護
予
防
拠
点
施
設

げ
ん
き
ワ
ー
ル
ド　
☎
60‐

１
３
３
５

  「
中
小
企
業
等
金
融
円
滑
化
相
談

  

窓
口
」
の
設
置
に
つ
い
て

　
東
北
財
務
局
で
は
、
平
成
25
年
３
月
末

の
「
中
小
企
業
等
に
対
す
る
金
融
の
円
滑

化
を
図
る
た
め
の
臨
時
措
置
に
関
す
る
法

律
」
の
期
限
到
来
後
も
引
き
続
き
地
域
の

金
融
円
滑
化
の
施
策
の
推
進
等
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
お
り
、
個
々
の
借
り
手
の

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
質
問
・
ご
相
談
に
き
め

細
か
く
対
応
す
る
た
め
「
中
小
企
業
等
金

融
円
滑
化
相
談
窓
口
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
相
談
窓
口
で
は
、①
借
り
入
れ
や
返
済

に
つ
い
て
困
っ
て
い
る
企
業
へ
の
助
言
②

経
営
改
善
や
事
業
再
生
に
関
す
る
中
小
企

業
支
援
策
の
内
容
も
説
明
し
ま
す
。

【
電
話
相
談
の
受
付
時
間
】

　
平
日　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
　
秋
田
財
務
事
務
所 

相
談
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
８‐

８
６
６‐

７
１
１
７

  

米
代
川
の
伐
採
木
を
提
供
し
ま
す

　
国
土
交
通
省
能
代
河
川
国
道
事
務
所
で

は
、
洪
水
時
、
米
代
川
の
流
れ
を
妨
げ
て

い
る
樹
木
を
順
次
伐
採
し
て
お
り
、
こ
の

伐
採
木
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、
地
域
住

民
の
方
々
に
提
供
し
ま
す
。

申
込
期
間　
５
月
13
日（
月
）〜
17
日（
金
）

　
　
　
　
　
【
時
間
】
９
時
〜
16
時

申
込
方
法　
鷹
巣
出
張
所
で
、
申
込
用
紙

に
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
供
の
決
定　
受
付
終
了
後
、
抽
選
に
よ

り
提
供
す
る
方
を
決
定
し
ま
す
。

提
供
期
間　
５
月
28
日（
火
）〜
31
日（
金
）

　
　
　
　
　
【
時
間
】
９
時
〜
16
時

提
供
場
所

①
坊
沢
地
内
（
坊
沢
大
橋
上
流
右
岸
）

②
大
館
市
板
沢
地
内

提
供
数
量　
軽
ト
ラ
ッ
ク
２
台
分

　
　
能
代
河
川
国
道
事
務
所
鷹
巣
出
張
所

☎
62‐
１
２
２
６

お
知
ら
せ

問

　生活課環境係　☎62̶1110問

北秋田市
環境放射線量測定結果

　測定の結果、秋田県の通常レ
ベルを超える数値は観測されて
いません。

空間線量調査（４月12日測定）

※県の通常レベルは
　　　　　0.022 ～ 0.086

市 役 所 本 庁 舎 前
　〃　合 川 庁 舎 前
　〃　森 吉 庁 舎 前
　〃　阿 仁 庁 舎 前
クリーンリサイクルセンター前
一般廃棄物最終処分場
鷹巣埋立地最終処分場

観測地点
0.05
0.04
0.07
0.06
0.05
0.05
0.03

測定結果

（単位：マイクロシーベルト毎時）

問

問問

問
申
問

在宅介護者交流会を開催します在宅介護者交流会を開催します

出前！介護予防講座出前！介護予防講座
みんなで動いて笑って元気はつらつ！みんなで動いて笑って元気はつらつ！

　皆さんの体調や痛みの具合に合わせた軽い運
動を行い、イキイキとした生活を送るためのヒ
ントになる教室です！仲間と一緒に介護予防に
ついて学びましょう。

 場　所：各地域の会館など
 日　時：月曜日から金曜日の希望する日
 時　間：１時間から１時間半程度
 対象者：市内在住のおおむね65歳以上の方々
　　　　（地域で実施している仲間の集まりなど）
 料　金：無料
 内　容：健康チェック・椅子に座ったままでの

体操・お口の体操・認知症予防のため
のレクリエーションなど

 申込み：希望日の１か月前まで
内　容：お茶会、小物作り、血圧測定　他
時　間：10：00～11：30（10月は14：30まで）
申込み：開催日の１週間前まで

　　地域包括支援センター　☎69̶7061申　　地域包括支援センター　☎69̶7061申

鷹巣公民館
合川公民館
森吉コミュニティセンター
前田公民館
阿仁ふるさと文化センター
大阿仁出張所
北秋田市保健センター
（鷹巣地区）
合川公民館
（阿仁・森吉・合川地区合同）

開催日
５月28日（火）
６月４日（火）
６月11日（火）
６月18日（火）
６月25日（火）
７月２日（火）

10月10日（木）

10月11日（金）

開催場所

　日頃の介護をちょっと離れて、同
じ介護者同士でおしゃべりしながら
「ホッ」とするひとときを過ごして
みませんか。

「肺炎球菌予防接種」を受けましょう

■助成対象となる方
①北秋田市に住所を有し、接種日において満65歳
以上の方
②60歳以上65歳未満で、心・肺・腎機能等に身体
障害者手帳１級程度の障害を有する方
③１回目の接種から５年以上経過し、
医師に再接種が必要と認められた方

○国民健康保険合川診療所
○市立米内沢診療所
○市立阿仁診療所

～市では肺炎球菌ワクチンの任意接種に助成を行っています～

　このワクチンは、肺炎のすべてを予防できるわけではありませんが、１回の接種で感染する機会の多
い肺炎球菌のほとんどに対し有効な免疫ができ、免疫持続期間は約５年間といわれています。接種を希
望される方は、医療機関に置いてある啓発資料をよく読み、かかりつけの医師にご相談ください。

■助成実施期間　５月１日～平成26年１月31日
■助成金額　１人　３０００円
■自己負担額
　医療機関によって接種料金が異なりますが、助成
金額を差し引いた額が自己負担額です
（生活保護を受けている方の自己負担はありません）
■申込み方法　予防接種実施医療機関へ事前に電話
予約のうえ、接種を受けてください

健康推進課　☎62‐6666
お問い合わせ

○近藤医院
○佐々木産婦人科医院
○たむら内科クリニック
○鷹巣病院 （順不同）

○津谷内科
○奈良医院
○藤原医院
○盛岡外科医院

○北秋田市民病院
○うえだクリニック
○遠藤クリニック
○児玉内科クリニック

■予防接種実施医療機関■予防接種実施医療機関
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ス
ギ
ッ
チ
リ
サ
イ
ク
ル
文
庫

　
読
み
終
わ
っ
た
絵
本
や
、
ご
家
庭
で

眠
っ
て
い
る
絵
本
を
「
ス
ギ
ッ
チ
リ
サ
イ

ク
ル
文
庫
」
へ
寄
贈
し
て
く
だ
さ
い
。

【
回
収
す
る
本
】　
幼
児
向
け
・
小
学
校
低

学
年
向
け
の
本
（
傷
み
が
少
な
く
再
利
用

に
十
分
耐
え
ら
れ
る
も
の
）

【
回
収
方
法
】　
県
立
・
市
町
村
図
書
館
に

ご
持
参
く
だ
さ
い
（
図
書
館
が
な
い
市
町

村
は
公
民
館
図
書
室
で
受
付
し
て
い
ま
す
）

【
回
収
期
間
】　
通
年

　
回
収
し
た
絵
本
は
希
望
す
る
幼
稚
園
・

保
育
園
等
に
配
布
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
秋
田
県
企
画
振
興
部
総
合
政
策
課

☎
０
１
８‐

８
６
０‐

５
２
０
０

  

公
証
制
度
の
広
報
活
動
に
つ
い
て

　
国
の
制
度
と
し
て
の
公
証
制
度
は
、
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
制
度
と
し
て
、

次
の
よ
う
な
紛
争
に
つ
い
て
の
予
防
と
解

決
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
死
後
の
財
産
処
分
の
遺
言
制
度

▽
高
齢
化
社
会
の
た
め
の
任
意
後
見
制
度

▽
借
金
返
済
の
た
め
の
債
務
弁
済
契
約

▽
終
末
期
医
療
に
関
す
る
尊
厳
死
宣
言

　
能
代
公
証
役
場
で
は
、
広
報
活
動
の
一

環
と
し
て
、
無
料
で
相
談
（
面
談
・
電
話
）

や
出
前
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
　
　
能
代
公
証
役
場

☎
０
１
８
５‐

52‐

７
７
２
８

  

秋
田
県
警
察
官
採
用
試
験

○
警
察
官
Ａ
Ⅰ

　
　
（
平
成
25
年
10
月
１
日
採
用
予
定
）

受
験
資
格　
昭
和
55
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
男
性
で
、
大
学
を
卒
業
し
た
者

又
は
平
成
25
年
９
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み

の
者

○
警
察
官
Ａ
Ⅱ
、
女
性
警
察
官
Ａ

　
　
（
平
成
26
年
４
月
１
日
採
用
予
定
）

受
験
資
格　
昭
和
55
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
者
で
、大
学
を
卒
業
し
た
者
又
は

平
成
26
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者

【
共
通
事
項
】

受
付
期
間　
５
月
17
日
〜
６
月
10
日

一
次
試
験　
７
月
13
日（
土
）〜
14
日（
日
）

二
次
試
験　
７
月
下
旬
及
び
８
月
中
旬

最
終
合
格
発
表　
８
月
下
旬

　
　
　
北
秋
田
警
察
署　
☎
62
‐
１
２
４
５

  

国
家
公
務
員
採
用
試
験

　
人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
採
用
一
般

職
試
験
（
高
卒
者
試
験
）
を
実
施
し
ま
す
。

　
申
込
方
法
や
受
験
資
格
等
の
詳
し
い
内

容
に
つ
い
て
は
、
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

○
一
般
職
試
験
（
高
卒
者
試
験
）

【
一
次
試
験
日
】　
９
月
８
日（
日
）

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
期
間
】

　
６
月
24
日（
月
）〜
７
月
３
日（
水
）

※
郵
送
・
持
参
の
場
合
は
、
次
の
期
間
中

に
申
込
み
く
だ
さ
い

【
郵
送
・
持
参
の
受
付
期
間
】

　
６
月
24
日（
月
）〜
28
日（
金
）

【
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

http://w
w
w
.jinji.go.jp/saiyo/sai

yo.htm

　
　
　
人
事
院
東
北
事
務
局
第
二
課
試
験
係

☎
０
２
２‐
２
２
１‐
２
０
２
２

お
知
ら
せ

問

生活課地域推進係　☎62-6628問

山菜採りの事故に注意を山菜採りの事故に注意を山菜採りの事故に注意を山菜採りの事故に注意を

　これからの時期は、たくさ
んの山菜採り愛好家が山へ入
りますが、道に迷っ
たり、クマに遭遇す
るなどの事故が予
想されます。
　当市でも毎年のように遭難
事故が発生し、警察・消防等
が出動しています。慣れた山
でも油断すると事故を招く恐
れがありますので注意してく
ださい。
　また、人の敷地から山菜を
採っていくなどのマナー違反
も通報されていますので、絶
対にやめましょう。

山開きのシーズンです山開きのシーズンです

竜ケ森山開き竜ケ森山開き

森吉山阿仁側コース開き森吉山阿仁側コース開き
■期日　　６月８日（土）
　　開会式　８時３０分～
　　　　　　ブナ帯キャンプ場

■コース　ブナ帯キャンプ場─石森─山頂─
　　　阿仁避難小屋─下山─ブナ帯キャンプ場

■申込締切り　５月 31日（金）
※希望される方は、市役所阿仁庁舎前７時50分
発の送迎バスをご利用できます。（要申込・先着
25人）

　雪の影響により登山の安全が確保できない場合
は日程及び登山コースを変更する場合があります。

■申込み　５月17日（金）午後５時まで（閉庁日除）
※希望される方は、交流センター裏駐車場７時10分
発の送迎バスをご利用できます（要申込・先着25人）

■お知らせ　山開き終了後、比内ベニヤマ荘にて
竜ヶ森整備促進協議会懇親会（会費2,000円）を開
催します。参加希望の方は申込みの際にお伝えく
ださい。

６６１１
（土）（土）

集合　８時50分～ 大館市比内コース登山口

　　商工観光課観光振興係　☎72̶5243問 　　商工観光課観光振興係　☎72̶5243問

　市では人工透析の治療を継続的に受ける必要のあ
る方に対し、通院費用の一部を助成しています。
【対象者】次の項目すべてに該当する方が対象です。
　１）北秋田市内に住所を有する方
　２）市町村民税が非課税の方
　３）人工透析の治療のために週２回以上医療機関
　　　に通院する方
　※詳しくはお問い合わせください

北秋田市人工透析通院交通費助成北秋田市人工透析通院交通費助成

　　福祉課地域障がい福祉係　☎62̶6637問

『注文していないのに、
　　　勝手に商品が送られて来た！』

　最近このような相談が急増しています。
　覚えのない商品が届いたときには、受取を拒否
しましょう！

　　生活課　消費生活相談窓口　☎62̶6628問

　　おかしい！と思った時は、
　　　　　すぐにご相談ください。

【期間】　４月１日（月）～５月31日（金）
　　　　※土日祝日を除く
【時間】　８：30～17：15
【場所】　税務課、各総合窓口センター
【対象】　市内に所在する土地、家屋の固定資産
　　　税の納税義務者及び納税管理人、又はそ
　　　の代理人
【必要な物】　印鑑、本人確認書類、委任状
　　　　　　※委任状は代理人の場合のみ

土地・家屋価格等
縦覧帳簿の縦覧ができます
土地・家屋価格等
縦覧帳簿の縦覧ができます

　　税務課市税係　☎62̶1116問

【車両】
　▽三菱　ローザ２９人乗（平成13年式）
　▽三菱　ローザ２９人乗（平成10年式）
　▽いすゞ　消防はしご車（昭和57年式）

　市が所有する財産を一般競争入札で売却します。
市有財産の売却

問申　　　財政課管財係　☎62̶6603

■入札参加受付
　期間　５月１日（水）～５月17日（金）
　時間　８：30～ 17：15（土日祝日を除く）

■入札日
　日時　５月21日（火）　10：00 ～
　場所　北秋田市役所３階大会議室

 市では、皆さんに安全で良質な水を飲んでいただ
けるように、定期的に水質検査を実施しています。
　つきましては、平成24年度に行った水質検査の
結果を次のとおり公表（閲覧）します。
期間　５月13日（月）～５月24日（金）　※土日を除く
時間　８:30 ～ 17:00
閲覧場所　建設部上下水道課（市役所森吉庁舎）

水道水質検査結果を公表します

　　上下水道課業務係　☎72̶3113問

申
問

申
問

申
問
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協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
率

　
全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）

は
主
に
中
小
企
業
に
お
勤
め
の
従
業
員

と
、
そ
の
ご
家
族
が
加
入
す
る
健
康
保
険

で
す
。

　
平
成
25
年
度
の
健
康
保
険
料
率
に
つ
い

て
は
、
据
え
置
き
と
な
り
変
わ
り
ま
せ
ん
。

健
康
保
険
料
率　
10・02
％

介
護
保
険
料
率　
１・55
％（
40
歳
〜
64
歳
）

　
　
全
国
健
康
保
険
協
会
秋
田
支
部

☎
０
１
８‐

８
８
３‐
１
８
４
１

  

高
齢
者
の
た
め
の
技
能
講
習

  「
緑
地
保
全
管
理
Ｂ（
刈
払
機
）」

　
庭
木
の
剪
定
、
冬
囲
い
、
芝
刈
り
な
ど

造
園
の
基
礎
知
識
と
実
習
に
よ
る
技
能
習

得
の
た
め
、
次
の
と
お
り
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。（
刈
払
機
作
業
従
事
者
講
習
後

に
終
了
証
を
交
付
し
ま
す
）

期
間　
６
月
３
日
（
月
）
〜
11
日
（
火
）

会
場　
北
秋
田
市
役
所
森
吉
庁
舎

対
象　
55
歳
以
上
の
方

受
講
条
件　
申
込
み
時
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
求
職
登
録
し
て
い
た
だ
き
ま
す

定
員　
20
人

参
加
料　
無
料

※
雇
用
保
険
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、

求
職
活
動
の
実
績
に
な
り
ま
す

　
　

 

北
秋
田
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
84‐
８
６
２
２

  

企
業
在
職
者
対
象
の
講
習

▽
パ
ソ
コ
ン
初
級
講
習

期
間　
５
月
13
日
（
月
）
〜
14
日
（
火
）

内
容　

Ｐ
Ｃ
の
起
動
と
終
了
、ワ
ー
ド
に

よ
る
文
字
入
力
と
修
正
、印
刷
方
法
を
習

得
す
る

対
象
者　
パ
ソ
コ
ン
操
作
初
級
者
の
方

テ
キ
ス
ト
代　

１
０
５
円

申
込
締
切　
５
月
７
日（
火
）

▽
エ
ク
セ
ル
初
級
講
習

期
間　
５
月
23
日（
木
）〜
24
日（
金
）

内
容　
エ
ク
セ
ル
の
基
本
操
作
と
表
の
作

製
、Ｓ
Ｕ
Ｍ
・
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Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｇ
Ｅ
・
Ｒ
Ｏ
Ｕ

Ｎ
Ｄ
関
数
に
つ
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て
習
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る

対
象
者　
文
字
入
力
の
で
き
る
方

テ
キ
ス
ト
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１
０
５
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申
込
締
切　
５
月
14
日（
火
）

▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ビ
ル
ダ
ー
初
級
講
習

期
間　
５
月
30
日（
木
）〜
31
日（
金
）

内
容　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ビ
ル
ダ
ー
の
基
本

操
作
を
習
得
し
、簡
単
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
作
成
す
る

対
象
者　
文
字
入
力
の
で
き
る
方

テ
キ
ス
ト
代　

２
６
５
０
円

申
込
締
切　
５
月
20
日（
月
）

【
共
通
事
項
】

場
所　
鷹
巣
技
術
専
門
校

時
間　
９
時
20
分
〜
16
時

定
員　
10
人（
先
着
順
）

　
　
　
鷹
巣
技
術
専
門
学
校☎

84‐

８
３
５
１

お
知
ら
せ

問
申
問

申
問

平成25年度　北秋田市提案公募型特産品活性化推進事業

◆申請期間　　　５月１日（水）から
　　　　　　　　６月25日（火）まで
◆プレゼンテーション審査
　　　　　　　　７月中旬を予定
◆事業実施期間　平成26年３月31日（日）まで

◆事業の内容
　個人や団体による本市の原材料を使用した新しい
特産品開発に要する費用や、販売中の特産品改良に
要する費用を補助し、地場産業の活性化を図ります。
◆補助対象経費
　新規特産品開発、既存特産品の改良に係る費用
謝金／旅費／研究開発費（原材料費・機械装置等整備
費・借上料・外注加工費・試験検査手数料等）／事
務費（印刷製本費・通信運搬費・調査研究費・広告
宣伝費・消耗品費・パッケージ等のデザイン料）／
委託費／その他市長が認める経費
◆補助率　補助対象経費の２分の１
◆補助金上限額　５０万円
◆申請書類　事業認定申請書／事業計画書／事業収
支予算書／その他

◆お問い合わせ・お申し込み
　商工観光課商工労働係　☎72̶3112　　72̶3226

昨年度の審査会

【日時】　６月１日（土）10：00 ～ 15：00
【場所】　▽合川老人憩いの家「ことぶき荘」
　　　　▽森吉コミュニティセンター
　　　　▽阿仁山村開発センター

人権擁護委員…地域住民の人権が侵害されない
よう常に注意を払い、もし人権が侵害されたと
きは、その相談を受けると共に被害救済のため
の処置をとるなどの活動をしています。

問　　総務課総務係　☎62̶1111

６月１日は人権擁護委員の日です６月１日は人権擁護委員の日です

　市の人権擁護委員について、４月１日付けで
法務大臣の委嘱発令がありました。
【再任】　中嶋　眞知子　氏（鷹巣地区）

【日時】　６月４日（火）10：00 ～ 15：00
【場所】　北秋田市交流センター

特設人権相談所特設人権相談所

街頭啓発街頭啓発

【日時】　６月２日（日）
　　　　「ふるさと踊りと餅っこまつり」
◎一日人権擁護委員
　北秋田市副市長　虻川　広見　

人権擁護委員の委嘱について人権擁護委員の委嘱について

～みんなが森の応援団～

緑の募金へのご協力をお願いします緑の募金へのご協力をお願いします緑の募金へのご協力をお願いします緑の募金へのご協力をお願いします

　「緑の募金」運動が５月31日までの期間で行われ
ています。
　この募金は、私たちの身近な生活環境の緑化や里
山の再生などに役立てられるほか、砂漠化地域の緑
化や熱帯林の保全等、地球の緑を増やす事業にも活
用されます。市民の皆様のご協力をお願いします。

　　農林課林業振興係　☎72̶5241問

特設人権相談所の開設

並びに 街頭啓発を行います

特設人権相談所の開設

並びに 街頭啓発を行います

魅力ある特産品の開発等に助成します

①南鷹巣団地…鷹巣字平崎上岱13̶2 
簡易耐火２階建２ＤＫ　月額12,100～23,900円
トイレ：汲取　給湯：無　浴室：浴槽無

②林岱団地…八幡岱新田字林岱89̶1★ 
木造平屋１戸建３ＤＫ　月額9,700～19,000円 
トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽無 

③冷水岱団地…米内沢字冷水岱94̶1 
木造平屋２戸建２ＤＫ　月額17,900～35,100円
トイレ：水洗　給湯：有　浴室：ユニットバス 

④上野団地…米内沢字桐木岱311̶1 
木造平屋長屋建１ＤＫ　月額9,900～19,500円 
トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽有 

⑤東裏簡二団地…阿仁水無字畑町東裏49̶1 
簡易耐火２階建２ＤＫ　月額10,500～20,700円
トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽無 

⑥三両団地…阿仁水無字寺後1̶5★ 
木造平屋１戸建３ＤＫ　月額11,100～20,400円
トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽有 

⑦上新町団地…阿仁水無字上新町東裏4̶6★ 
木造２階建２戸建３ＬＤＫ　月額17,500～34,300円 
トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽有 

⑧諏訪岱団地…米内沢字諏訪岱33̶1★ 
木造２階１戸建３ＬＤＫ　月額50,000～70,000円
トイレ：水洗　給湯：有　浴室：ユニットバス 

⑨サンコーポラスなかたい住宅…鷹巣字東中岱51̶1
鉄筋コンクリート造５階建３ＤＫ　月額41,500円
トイレ：水洗　給湯：無　浴槽：有　（共益費800円）
※★印の住宅は単身入居できません

【入居資格】
・収入基準を満たすこと
・住宅に困窮していることが明らかなこと
・市税等を滞納していないこと
【敷金】　家賃の３ヵ月分（退去時までの預り金）
【受付期間】　第１回　５月１日（水）～９日（木）
第２回　５月17日（金）～23日（木）　※土日祝日除く
【申込み先】　都市計画課（森）／生活課（鷹）／合川総
合窓口センター／阿仁総合窓口センター
　※第２回の募集住戸については、５月14日以降に
　お問い合わせください

市営住宅
入居者募集

【現地案内の日時】　第１回５月２日（木）又は７日
（火）／第２回５月20日（月）又は21日（火）
※ご希望の方は希望日の前日までに電話等でお申込いた
だき、当日は住宅所在地の庁舎ホールにお越し願います

　　都市計画課都市計画住宅係　☎72̶5246問
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日
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

曜
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金

電話番号
78－3161
62－1101
62－7001
62－7001
62－7001
62－7001
72－4501
69－7311
63－2700
62－7001
62－1400
63－0515
62－1146
69－5300
63－0105
62－1155
62－2261
60－1055
62－1146
63－2700
72－4501
78－3161
82－2351
63－0515
62－1101
69－7311
62－1155
62－2261
63－0105
60－1055
62－1400

医 療 機 関 名
国民健康保険合川診療所
盛 岡 外 科 医 院
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
米 内 沢 診 療 所
児玉内科クリニック
たむら内科クリニック
北 秋 田 市 民 病 院
石川耳鼻咽喉科医院
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
奈 良 医 院
毛利整形外科クリニック
佐々木産婦人科医院
近 藤 医 院
津 谷 内 科
う え だ ク リ ニ ッ ク
奈 良 医 院
たむら内科クリニック
米 内 沢 診 療 所
国民健康保険合川診療所
阿 仁 診 療 所
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
盛 岡 外 科 医 院
児玉内科クリニック
近 藤 医 院
津 谷 内 科
佐々木産婦人科医院
う え だ ク リ ニ ッ ク
石川耳鼻咽喉科医院

▼診療の対象となるのは応急の診察を要する方です。
仕事や職場の都合で夜間診療を受ける場合は、診療
に応じかねます。
▼往診はしていません。年齢・病気の病状にかか
わらず事前に当番医へ電話等でご相談ください。

（診療時間 18：30～ 21：00）
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人口と世帯数
※３月31日現在住民基本台帳による

総人口 35,805人（141人減）【168人（７人増）】
　男　 16,742人（ 76人減）【 26人（３人増）】
　女　 19,063人（ 65人減）【142人（４人増）】
　出生 ５人【０人】　　転入 150人【０人】
　死亡 48人【０人】　　転出 248人【０人】
世帯数 14,414世帯（24世帯減）【161世帯】
※【　】は、うち外国人住民、（　）は前月比
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　巡回児童相談では、家庭や学校等での日常生活で、次の
ような問題を抱えている子どもに専門の先生
が相談にあたり、指導や助言を行います。
相談内容　教育・非行・発達やしつけ・
　　　　　心身障がい・不登校　など
申込み　各相談日の２週間前まで
会場　交流センター　／　相談対象児童　18歳未満
相談日　５月15日（水）/６月12日（水）/７月17日（水）/８月７
日（水）/９月11日（水）/10月９日（水）/11月６日（水）/12月11
日（水）/平成26年１月22日（水）/２月12日（水）/３月５日（水）

　お子さんを育てていく中で、気になる事や心配な事、不
安な事など、たくさんの悩みに出会うと思います。そんな
時には北秋田市家庭児童相談室（福祉課こども福祉係内）
にご相談ください。

北秋田市家庭児童相談室もご利用ください北秋田市家庭児童相談室もご利用ください

　　　福祉課こども福祉係　☎62‐6638問申

秋田県北児童相談所

　巡回児童相談のお知らせ
秋田県北児童相談所

　巡回児童相談のお知らせ

夜間当番医（　）日程表夜間
診療
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０
０
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６
件
）

▽
会　
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１
万
８
０
０
０
円（
５
件
）

▽
そ
の
他　
　
　
　
　
　
０
円（
０
件
）

▽
合　
計　
７
万
３
０
０
０
円（
11
件
）

※
交
際
費
は
市
長
代
理
で
副
市
長
等
が
出

席
し
て
い
る
分
も
含
ん
で
い
ま
す

  

入
札
結
果
の
公
表
《
３
月
》

《
２
５
０
万
円
以
上
の
契
約
状
況
》

▽
林
道
施
設
災
害
復
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工
事
阿
仁
線
１
号
箇

所
／
３
３
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万
３
７
０
０
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山
一
林
業
㈱
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林
道
施
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災
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復
旧
工
事
熊
鷹
線
１
号
箇

所（
そ
の
１
、そ
の
２
）／
３
４
９
万
６
５
０
０

円
／
㈲
阿
仁
土
建
▽
道
路
災
害
復
旧
工
事（
二

級
市
道
大
印
ノ
ロ
川
線
）　
そ
の
１
／
５
８
２

万
７
５
０
０
円
／
㈲
吉
勝
組
▽
道
路
災
害
復

旧
工
事（
二
級
市
道
大
印
ノ
ロ
川
線
）　

そ
の

２
／
８
７
５
万
７
０
０
０
円
／
㈲
庄
栄
組

お
知
ら
せ

北
秋
田
市
民
病
院

☎
62
‐
7
0
0
1

▼
耳
鼻
咽
喉
科

　
休
診
日
＝
８
日（
水
）、
16
日（
水
）

　
午
後
休
診
日
＝
13
日（
月
）、
31
日（
月
）

　
受
付
時
間
の
変
更
＝
29
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
時
30
分
ま
で

▼
眼
科　

　
診
療
曜
日
＝
毎
週 

火
・
金
曜
日　

　
　
　
　
　
　
受
付
時
間
は
10
時
ま
で

　
受
付
時
間
の
変
更
＝
17
日（
金
）９
時
ま
で

▼
泌
尿
器
科

　
予
約
の
み
の
診
察
＝
15
日（
水
）

▼
精
神
科

　
新
患
の
受
付
時
間
の
変
更
＝
４
月
24
日

（
水
）か
ら
11
時
ま
で

の納期限税

５月31日まで
固定資産税 第１期
軽 自 動 車 税

休
診
日
、
受
付
時
間
の
変
更
等
の
お
知
ら
せ
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住民参加型スポーツイベント チャレンジデーチャレンジデー 20132013
市全体がスポーツを通し元気になろう!!市全体がスポーツを通し元気になろう!!テーマテーマ

5月29日（水）平成25年 午前０時～午後９時

市民全員で15分間以上の運動を

　今年度より、笹川スポーツ財団が主催する住民参加
型のスポーツイベント「チャレンジデー」に参加する
ことになりました。皆さんには、あまりなじみのない
イベントだと思われますが、北秋田市では小猿部地区
が2010年と2012年の２回参加しています。今年度から
は、自治体単位での参加となり、県内では北秋田市を
含む19市町村が参加します。チャレンジデーは住民参
加型のスポーツイベントであり、子どもから大人まで
すべての世代の方々が楽しんでスポーツを行う良い機
会と考えています。
　なお、北秋田市は参加率50％以上（17,998人）の参
加を目指しています。

北秋田市チャレンジデー実行委員長　津 谷 永 光

　市民の皆様にも積極的にご参加をいただき、

元気な北秋田市のため共に頑張りましょう！

【お問い合わせ】
北秋田市チャレンジデー実行委員会
≪スポーツ振興課内（鷹巣体育館）≫

☎62-3800　　62-3801

○参加された方は報告をお願いします○参加された方は報告をお願いします

　チャレンジデーでは、座ったまま、横になった
ままでの腕の上げ下ろしだけでも、15分間以上で
あれば運動になりますし、赤ちゃんも参加できます。
　なお、参加された場合でも報告がなければ参加
率には反映されません。お手数をお掛けしますが、
忘れずに報告をお願いします。
　報告書はＦＡＸまたは回収箱に入れてください。
【報告書回収箱の設置場所】
本庁舎・各総合窓口センター・各出張所・各公民館・
各体育館に設置してあります。

　チャレンジデーでは、座ったまま、横になった
ままでの腕の上げ下ろしだけでも、15分間以上で
あれば運動になりますし、赤ちゃんも参加できます。
　なお、参加された場合でも報告がなければ参加
率には反映されません。お手数をお掛けしますが、
忘れずに報告をお願いします。
　報告書はＦＡＸまたは回収箱に入れてください。
【報告書回収箱の設置場所】
本庁舎・各総合窓口センター・各出張所・各公民館・
各体育館に設置してあります。

20132013

５.５.1818土1919日
会場／阿仁合駅周辺会場／阿仁合駅周辺
9:309:30 -- 16:0016:00

内陸線で来場の方にはプレゼントがあります！

秋田内陸線のりものまつり実行委員会事務局　☎82-2114秋田内陸線のりものまつり実行委員会事務局　☎82-2114お問い合わせ

増結列車のご案内

７：26
８：18

角館発
鷹巣発
阿仁合発→角館行
阿仁合発→鷹巣行

9：00
10：25
14：12
12：30

○いろんなのりもの　

　　　　展示コーナー
　（各種試乗・実演を予定）

○飲食コーナー

○鉄道基地体験ツアー

○地元商店による

　　　　物販コーナー

その他お楽しみイベン

トが開催されます。

○いろんなのりもの　

　　　　展示コーナー
　（各種試乗・実演を予定）

○飲食コーナー

○鉄道基地体験ツアー

○地元商店による

　　　　物販コーナー

その他お楽しみイベン

トが開催されます。

20132013 秋田内陸線秋田内陸線
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